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今号の主な記事
市・都民税、所得税の申告はお早めに  …2面
平成２６年 市内における
           　　　　振り込め詐欺被害統計  ………2面
教育委員会 教育目標と
         　　　　平成２７年度基本方針  …………3面
成年後見制度の利用  ……………………4面
谷川俊太郎氏トークショー  ……………5面

　

２
月　

日
豺
か
ら
、 ち
ょ 
こ 
バ

２３

ス
の
ル
ー
ト
等
を
改
正
し
ま
す
。

▽
ル
ー
ト
（
左
図
参
照
）　

コ

ン
パ
ク
ト
な
循
環
ル
ー
ト
（
内

回
り
・
外
回
り
）
と
往
復
ル
ー

ト
の
２
ル
ー
ト
と
し
、
両
ル
ー

ト
と
も
東
大
和
市
役
所
バ
ス
停

で
一
定
時
間
停
車
し
ま
す
。

�
循
環
ル
ー
ト

：

東
大
和
市
役

所
�
上
北
台
駅
�
湖
畔
�
武
蔵

大
和
駅
入
口
�
消
防
署
�
東
大

和
病
院
�
東
大
和
市
役
所

�
往
復
ル 
ー 
ト 

：東
大
和
市
駅
�

東
大
和
市
役
所
�
玉
川
上
水
駅

▽
時
刻　

各
バ
ス
停
を
定
時
刻

に
発
車
し
ま
す（
１
時
間
１
本
）。

本
号
に
折
込
み
の
「
ち
ょ
こ
バ

ス
時
刻
表
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
運
賃　

１
乗
車　

円
（
小
人

１８０

　

円
）、Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
利
用
時
は

９０
　

円
（
小
人　

円
）

１７５

８８

※
障
害
者
割
引
が
あ
り
ま
す
。

▽
お
得
な
乗
車
券
等
（
２
月　
２３

日
豺
か
ら
車
内
販
売
し
ま
す
）

�
１
日
乗
車
券

：

大
人　

円
、

５００

小
人　

円
２５０

�
回
数
券 

：二
、 〇 
〇 
〇
円 （　

円
９０

券　

枚
で
１
乗
車　

円
相
当
）

２５

１６０

※
既
存
回
数
券
は
利
用
で
き
ま

す（
大
人
は
差
額　

円
が
必
要
）

８０

が
、
お
釣
り
は
出
ま
せ
ん
。

▽
乗
継
ぎ　

循
環
ル
ー
ト
と
往

復
ル
ー
ト
を
東
大
和
市
役
所
バ

ス
停
で
乗
継
ぐ
場
合
、
無
料
で

乗
継
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
東

大
和
市
役
所
で
降
車
の
際
、
乗

継
券
を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

都
市
計
画
課
・
内

線
１
２
５
６
ま
で
。

　

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　
　

市
報
２
月
１
日
号
に
折

　

込
み
し
た
「
ま
ち
づ
く
り

　

ニ
ュ
ー
ス
№　

」
の
時
刻

３３

　

表
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　

循
環
ル
ー
ト
（
内
回
り
）

　

東
大
和
市
役
所
発
の
最
終

　

便
は　

時　

分
発
で
は
な

２１

１４

　

く
、　

時　

分
発
で
上
北

２０

１４

　

台
駅
止
ま
り
で
す
。
お
詫

　

び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

今月の不燃ごみは、１７日～２０日の間に収集します。ごみ排出カレンダーで確認してください／問合せ ごみ対策課・内線1241まで

   観光キャラクター 
“うまべぇ”が描かれた 
   ちょこバスが 
   　　　登場しました！ 

2月23日（月）から 

ちょこバスのルート・ 
　  時刻・運賃を改正 

　

市
議
会
は
ど
な
た
で
も
傍
聴

で
き
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
当

日
直
接
、
議
会
事
務
局
（
市
役

所
２
階
）
の
受
付
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。
通
常
の
会
議
時
間
は

午
前
９
時　

分
〜
正
午
、
午
後

３０

１
時　

分
〜
５
時
で
す
（
会
議

３０

時
間
、
下
表
の
日
程
は
変
更
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

▽
問
合
せ　

議
会
事
務
局
・
内

線
２
０
０
２
ま
で
。

��������������������������������������������������������������������������

高齢者が、培ってきた豊かな

知識と経験を、社会活動に役

立てられるまちにしましょう。

〔東大和市高齢者憲章（抄）〕

平
成
 ２７
 年
第
1
回
 

　
　
　市
議
会
定
例
会

2
月
 ２４
 日
か
ら
開
会
予
定

ちょこバス新ルート図 

玉川上水駅 

市民体育館 

東大和市駅 

東大和病院 

中北台 

東大和八小北 

いちょう通り 

都立東大和高校南 

芝中団地中央 

みのり福祉園北 

東大和市役所 

東大和市役所入口 

東大和公園入口 
清水一丁目 

武蔵大和駅入口 
やまと苑 

奈良橋市民センター 

奈良橋川 

二ツ池公園 

湖畔集会所 

湖畔 狭山一丁目 

郷土博物館入口 
（八幡神社・狭山緑地下） 

多摩湖堤防下 
（狭山保育園入口） 

消防署 

東大和病院北 東大和六小北 

上砂台 江戸街道 

清水六丁目 清水大橋 

庚申街道 

清水集会所 

東大和四中南 

上北台駅 

上北台団地東 

東大和グリーンタウン 

ハミングホール北 

ハミングホール 

南街 

南街入口 

南街四丁目 

都営向原アパート 

仲原四丁目 

仲原三丁目 

中央二丁目 

芝中団地北 
八幡通り 

  清水観音堂 
（郷土美術園） 

 循環ルート 
（内回り・外回り） 
 往復ルート 

凡　例 

内　　容会　議開　催　日
市長施政方針表明など本 会 議2 月 24日貂・25日貉
代表質問本 会 議2 月 26日貅

一般質問本 会 議2 月 27 日 貊 ～ 3 月 5 日 貅
(2月 28 日・3月 1 日は除く）

付託案件の審査等常任委員会3 月 6 日 貊 ～ 10日貂
(7日 ・ 8日は除く )

平成 27年度予算審査予算特別
委 員 会

3 月 11 日 貉 ～ 16日 豺
(14日 ・ 15日は除く )

委員会審査報告など本 会 議3 月 18 日 貉
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保
育
施
設
の
追
加
・
定
員
拡
大
に
伴
い 

二
次
申
請
の 

　  

受
付
期
間
を
延
長 

　

市
で
は
、
４
月
か
ら

入
所
可
能
な
保
育
施
設

を
追
加
す
る
と
と
も
に
、

保
育
施
設
の
定
員
拡
大

を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
伴
い
、

４
月
か
ら
保
育
施
設
入

所
・
転
所
を
希
望
す
る

方
の
二
次
申
請
受
付
期

間
を
延
長
し
ま
す
。
す

で
に
二
次
申
請
を
し
た

方
に
つ
い
て
も
、
延
長

期
間
中
に
、
希
望
保
育

施
設
を
変
更
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

▽
対
象
施
設　

右
下
表

の
と
お
り

▽
受
付
期
間
・
時
間　

２
月　
２０

日
貊
ま
で
の
午
前
８
時　

分
〜

３０

午
後
５
時
（
日
曜
日
は
除
く
）

▽
受
付
場
所　

保
育
課
（
市
役

所
１
階
）

▽
申
請
書
・
入
所
案
内
の
配
布

場
所　

保
育
課
、
子
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー
、
保
健
セ
ン
タ

ー
、
清
原
市
民
セ
ン
タ
ー
、
児

童
館
、
市
内
保
育
施
設

※
申
請
に
必
要
な
書
類
は
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽
結
果
発
送　

３
月　

日
貂
頃

１０

▽
問
合
せ　

保
育
課
・
内
線
１

７
５
３
ま
で

保育施設の追加
定　員保育施設

20人（1 ～ 5 歳児各 4 人）テマリ保育園分園 

40人（0歳1人、1歳7人、2歳16
人、3歳以上16人）
※二次申請では 1 歳 3 人のみ募集

こども学園（認定こ
ども園へ移行予定）

保育施設の定員拡大
定　員保育施設

（変更前）151人　（変更後）166人
※1 歳 8 人、2 歳 3 人、3 歳 4 人増を予定

谷里保育園
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市
・
都
民
税
の
申
告
、
所
得

税
の
確
定
申
告
の
受
付
は
、
２

月　

日
豺
〜
３
月　

日
豺
で
す

１６

１６

（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）。
受
付

開
始
か
ら
数
日
間
と
申
告
期
限

間
近
は
、
窓
口
が
大
変
混
雑
し

ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
市
役
所
本
庁
舎
の
土

曜
開
庁
時
は
、
受
付
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
市
・
都
民
税
の
申
告
】

　

左
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
所
得
税
の
確
定
申
告
】

▽
受
付
時
間
・
場
所　

午
前
９

時
〜
午
後
５
時
（
相
談
は
午
前

８
時　

分
か
ら
）
／
立
川
税
務

３０

署
（
立
川
市
緑
町
４
│
２　

立

川
地
方
合
同
庁
舎
。
公
共
交
通

機
関
で
お
越
し
く
だ
さ
い
）

※
記
入
済
み
の
所
得
税
確
定
申

告
書
は
、
申
告
期
間
中
に
限
り

市
役
所
で
仮
収
受
が
で
き
ま
す
。

※
確
定
申
告
書
は
、
立
川
税
務

署
、
課
税
課
（
市
役
所
１
階
）

で
配
布
し
て
い
ま
す
。
市
民
セ

ン
タ
ー
で
は
配
布
し
て
い
ま
せ

ん
。
ま
た
、
市
役
所
で
の
配
布

部
数
は
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

◎
確
定
申
告
の
休
日
受
付

▽
受
付
日
時
・
場
所　

２
月　
２２

日
豸
・
３
月
１
日
豸
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
／
立
川
税
務
署

【
申
告
書
の
郵
送
受
付
】

▽
市
・
都
民
税　

申
告
書
（
必

ず
連
絡
先
を
記
入
）
と
必
要
書

類
を
同
封
し
、
〒　
　

東
大
和

２０７-
８５８５

市
役
所
課
税
課
市
民
税
係
へ
郵

送
（
受
付
書
等
の
返
却
を
希
望

す
る
方
は
、
宛
名
を
記
入
し
、

切
手
を
貼
付
し
た
返
信
用
封
筒

を
同
封
）
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
所
得
税　

申
告
書
は
郵
便
ま

た
は
信
書
便
で
提
出
で
き
ま
す
。

申
告
書
と
必
要
書
類
を
同
封
し
、

〒　
　

立
川
市
緑
町
４
│
２　

１９０-
８５６５

立
川
地
方
合
同
庁
舎
立
川
税
務

署
へ
送
付
〔
収
受
日
付
印
の
あ

る
確
定
申
告
書
の
控
え
が
必
要

な
場
合
は
複
写
に
よ
り
作
成
（
複

写
で
な
い
も
の
は
ボ
ー
ル
ペ
ン

等
で
記
載
）
し
た
申
告
書
の
控

え
及
び
宛
名
を
記
入
し
切
手
を

貼
付
し
た
返
信
用
封
筒
を
同

封
〕
し
て
く
だ
さ
い
。

�
市
・
都
民
税
の
申
告
に
つ
い

て
の
お
問
合
せ
は
課
税
課
・
内

線
１
０
５
２
ま
で
。
所
得
税
の

確
定
申
告
に
つ
い
て
の
お
問
合

せ
は
立
川
税
務
署
�　

―　

―

０４２

５２３

１
１
８
１
へ
。

■
軽
自
動
車
税
（
原
動
機
付
自

転
車
・
二
輪
小
型
自
動
車
等
）

の
税
額
に
つ
い
て

　

平
成　

年
度
税
制
改
正
に
よ

２６

り
、
軽
自
動
車
税
の
税
率
改
正

（
例

：　

㏄
以
下
の
原
動
機
付

５０

自
転
車
は
、
年
額
一
、
〇
〇
〇

円
か
ら
二
、〇
〇
〇
円
に
改
正
）

が
決
定
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成　

年　

月　

２６

１２

３０

日
に
発
表
さ
れ
た
平
成　

年
度

２７

税
制
改
正
大
綱
に
お
い
て
、
原

動
機
付
自
転
車
及
び
二
輪
の
小

型
自
動
車
等
は
税
率
改
正
が
一

年
先
送
り
と
な
る
方
向
が
示
さ

れ
ま
し
た
。現
在
国
会
で
審
議
中

で
す
が
、 原
動
機
付
自
転
車
及
び

二
輪
の
小
型
自
動
車
等
の
税
率

は
据
え
置
き
と
な
る
予
定
で
す
。

▽
問
合
せ　

課
税
課
・
内
線
１

０
５
１
ま
で
。

市
・
都
民
税
、
所
得
税
 

受
付
期
間
　
2
月
 16
 日
 （月）
 〜
3
月
 16
 日
  （月）
 

申
告
は
お
早
め
に
 

　

市
で
は
、
第
四
次
基
本
計
画

（
計
画
期
間

：
平
成　

年
度
〜

２５

平
成　

年
度
）
に
基
づ
く
市
の

３３

取
り
組
み
に
つ
い
て
評
価
を
し

て
い
た
だ
く
と
共
に
、
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
の
参
考
と
す
る
た

め
に
、
市
民
意
識
調
査
を
実
施

し
ま
す
。

　

調
査
の
対
象
と
な
っ
た
方
に

は
、
調
査
票
を
２
月　

日
豺
に

１６

郵
送
し
ま
す
の
で
、
調
査
回
答

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
対
象　

２
月
１
日
現
在
、
東

大
和
市
在
住
の　

歳
以
上
の
方

１８

二
、
〇
〇
〇
人
（
無
作
為
に
選

ば
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
）

▽
回
答
方
法　

３
月　

日
豸
ま

１５

で
に
記
入
済
み
の
調
査
票
を
返

信
用
封
筒
で
郵
送
（
投
函
）
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

企
画
課
・
内
線
１

４
２
５
ま
で
。

ご協力ください 

市民意識調査 
調査票を 
  2 月16日豺に 
郵送します 

　

男
女
で
仕
事
の
内
容
に
違
い

が
あ
る
、
昇
進
・
昇
格
に
男
女

差
別
が
あ
る
、
上
司
か
ら
パ
ワ

ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
て
い

る
等
で
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

市
で
は
、「
男
女
が
平
等
で
誰

も
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
」
を

目
指
し
て
、
男
女
共
同
参
画
相

談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

女
性
相
談
員
が
個
別
に
相
談

に
応
じ
、
一
緒
に
解
決
方
法
を

探
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
の
で
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ

さ
い
（
事
前
予
約
制
）。

◎
男
女
共
同
参
画
キ
ー
ワ
ー
ド

〜
Ｇ
Ｇ
Ｉ
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ

ャ
ッ
プ
指
数
）

　

男
女
共
同
参
画
に
関
し
て
国

際
的
に
使
わ
れ
て
い
る
男
女
格

差
を
測
る
指
数
で
す
。
経
済
、

教
育
、
保
健
及
び
政
治
分
野
の

デ
ー
タ
か
ら
作
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
昨
年
の
日
本
の
順
位
は　
１４２

か
国
中　

位
（
一
昨
年
は　

か

１０４

１３６

国
中　

位
）
で
あ
り
、
わ
ず
か

１０５

な
が
ら
順
位
が
上
昇
し
ま
し
た
。

　

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
労
働

参
加
率
の
男
女
比
等
経
済
分
野

の
ス
コ
ア
が
改
善
し
た
こ
と
に

よ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

性
差
を
問
わ
ず
、
誰
も
が
様
々

な
分
野
の
意
思
決
定
過
程
に
参

画
し
、
社
会
的
な
状
況
を
変
え

て
い
く
力
（
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン

ト
）
の
普
及
を
図
り
、
男
女
格

差
を
是
正
し
た
い
も
の
で
す
。

◎
「
声
の
は
ー
も
に
い
」
を
貸

し
出
し
ま
す

　

目
の
不
自
由
な
方
の
た
め
に
、

２
月　

日
発
行
の
男
女
共
同
参

１５

画
情
報
誌
「
は
ー
も
に
い
」
第

　

号
の
内
容
を
Ｃ
Ｄ
に
吹
き
込

３５ん
だ
「
声
の
は
ー
も
に
い
」
を

無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
市
民
生
活
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

�
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

市
民
生
活
課
・
内
線
１
７
１
５

ま
で
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

男
女
が
平
等
で
誰
も
が
 

暮
ら
し
や
す
い
社
会
を
 

 
　
　
　
　
目
指
し
ま
す

男
女
共
同
参
画
相
談

　
窓
口
の
ご
利
用
を

　

平
成　

年
度
の
交
通
災
害
共

２７

済
の
お
申
込
み
が
で
き
ま
す
。

▽
加
入
で
き
る
方　

市
内
に
住

民
登
録
を
し
て
い
る
方

▽
掛
け
金
（
年
額
）

�
Ａ
コ
ー
ス

：

一
、
〇
〇
〇
円

�
Ｂ
コ
ー
ス

：　

円
５００

▽
対
象
と
な
る
交
通
災
害　

日

本
国
内
で
発
生
し
た
交
通
機
関

の
交
通
に
よ
る
人
身
事
故

※
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
は
、
事
故

の
相
手
方
の
損
害
を
補
償
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
見
舞
金

�
Ａ
コ
ー
ス

：

傷
害
３
万
円
〜

　

万
円
、
死
亡　

万
円

２５

３００

�
Ｂ
コ
ー
ス

：

傷
害
２
万
円
〜

　

万
円
、
死
亡　

万
円

１６

１５０

※
見
舞
金
請
求
に
は
交
通
事
故

（
人
身
）
証
明
書
が
必
要
で
す
。

※
会
員
死
亡
時
に
所
定
の
条
件

を
満
た
す
こ
と
で
遺
児
に
対
し
、

交
通
遺
児
年
金
を
支
給
し
ま
す
。

▽
共
済
期
間　

４
月
１
日
〜
平

成　

年
３
月　

日

２８

３１

▽
受
付
場
所　

市
内
の
銀
行

（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
除
く
）、信

用
金
庫
、
信
用
組
合
、
農
業
協

同
組
合
、清
原
市
民
セ
ン
タ
ー
、

土
木
課
（
市
役
所
２
階
）

▽
出
張
受
付　

２
月　

日
貍
は

２８

イ
オ
ン
モ
ー
ル
む
さ
し
村
山

（
２
階
サ
ウ
ス
コ
ー
ト
）、３
月

８
日
豸
は
伊
勢
丹
立
川
店
（
２

階
入
口
横
）
で
、
午
前　

時
〜

１０

午
後
４
時
に
実
施
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

土
木
課
・
内
線
１

２
１
３
ま
で
。

ご
加
入
く
だ
さ
い
 

ち
ょ
こ
っ
と
 

　
　
　
 
共
済

　

振
り
込
め
詐
欺
と
は
、
電
話

等
で
相
手
を
だ
ま
し
、
口
座
へ

の
振
り
込
み
等
を
要
求
し
て
、

金
銭
を
だ
ま
し
取
る
犯
罪
で
す
。

　

平
成　

年
の
市
内
に
お
け
る

２６

詐
欺
被
害
件
数
は
、
平
成　

年
２５

と
比
べ
２
件
減
少
し
ま
し
た

（
左
表
参
照
）。
し
か
し
、
依
然

と
し
て
被
害
は
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
改
め
て
被
害
防
止
に
努
め

ま
し
ょ
う
。
不
審
な
電
話
、
心

当
た
り
の
な
い
電
話
は
す
ぐ
に

警
察
に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
】

　

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
被

害
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

①
「
携
帯
電
話
の
番
号
が
変
わ

っ
た
」
と
言
う
の
は
犯
人
か
ら

の
電
話
で
す
。

②
家
族
か
ら
家
に
電
話
す
る
時

は
、
あ
ら
か
じ
め
家
族
間
の
ル

ー
ル
を
決
め
て
お
く
。

③
電
話
等
、
相
手
が
見
え
な
い

も
の
は
絶
対
に
信
じ
な
い
。

④
宅
配
便
や
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
で

現
金
を
送
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

【
金
融
機
関
の
被
害
防
止
対
策
】

　

市
内
の
全
て
の
金
融
機
関
で

は
、
高
額
の
現
金
を
引
き
下
ろ

す
高
齢
者
に
対
し
、
必
ず
用
途

を
確
認
し
、
用
途
が
不
明
な
場

合
等
に
は
警
察
に
連
絡
し
て
い

ま
す
。
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め

に
、
金
融
機
関
か
ら
の
質
問
等

に
は
正
直
に
答
え
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

東
大
和
警
察
署
�

　

―　

―
０
１
１
０
へ
。

０４２

５６６

平成26年 

市内における 
振り込め詐欺 
　　被害統計 

市・都民税の申告　
期間　2月 16日豺～3月 16日豺
　　　（土・日曜日は除く）
時間　午前 9 時～午後 4 時30分
場所　市役所会議棟第   1  会議室 
※前年に市・都民税の申告書のみを提出した方等
　に「市・都民税申告書」を2月上旬に郵送しまし
た。ただし、平成26年度市・都民税の納付方法
が特別徴収（給与天引き）のみの方に対しては、
発送していません。その他、申告が必要な方に
は、課税課（市役所１階）、市民センターで申告
用紙を配布しています。
※所得税の確定申告をする方、勤務先から市役所
　に給与支払報告書の提出がある方で、控除を追
　加しない場合は、申告は不要です。
 　

申告の出張受付 　
期日　2月24日（火）・25日（水）
時間　午前  9  時 ～11時30分（受付は午前11時まで）
　　　午後  1 時～ 4 時（受付は午後 3 時30分まで）
場所　清原市民センター
  　

申告の休日受付 
期日　 2 月22日（日）
時間　午前 9 時～午後 4 時30分
場所　市役所会議棟第 1 会議室

市内における詐欺被害件数　　　 （単位：件）

増減平成
25年

平成
26年

内　　　容名　称

△9189

家族・弁護士などを装
い、心配する親心に
つけ込みお金をだま
し取る詐欺

オレオレ
詐 欺

△220

市役所職員等を名乗
り、税・年金・医療費
等の還付を名目に、
現金を口座に振り込
ませる詐欺

還付金等
詐 欺

718

不特定多数の者に対
し、郵便・メール等で
身に覚えのない料金
を請求し、お金をだ
ましとる詐欺

架空請求
詐 欺

101

架空の融資話を持ち
かけ、申し込んでき
た者に対し、保証金
等を名目にお金を口
座に振り込ませる詐
欺

融資保証
詐 欺

123

金融商品等取引名目
詐欺、ギャンブル必
勝法詐欺、異性との
交際あっせん詐欺等

類似詐欺

△22321合　計
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▽
教
育
委
員
会
の
教
育
目
標

　

教
育
は
、
常
に
、
普
遍
的
か

つ
個
性
的
な
文
化
の
創
造
と
豊

か
な
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

平
和
的
な
国
家
及
び
社
会
の
形

成
者
と
し
て
自
主
的
精
神
に
満

ち
た
健
全
な
人
間
の
育
成
と
、

我
が
国
の
歴
史
や
文
化
を
尊
重

し
国
際
社
会
に
生
き
る
日
本
人

の
育
成
と
を
期
し
て
行
わ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

同
時
に
、
教
育
は
、
社
会
の

変
化
に
対
応
し
て
絶
え
ず
そ
の

在
り
方
を
見
直
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、

経
済
・
社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、

情
報
技
術
革
命
、
地
球
環
境
問

題
、
少
子
高
齢
化
な
ど
、
時
代

の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、
日

本
の
未
来
を
担
う
人
間
を
育
成

�

す
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
い

る
。

　

東
大
和
市
教
育
委
員
会
は
、

こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
立
ち
、

「
人
と
自
然
が
調
和
し
た
生
活

文
化
都
市 
東
大
和
」の
実
現
を

目
指
し
て
、
以
下
の
「
教
育
目

標
」に
基
づ
き
、東
京
都
教
育
委

員
会
等
と
連
携
し
て
、
積
極
的

に
教
育
行
政
を
推
進
し
て
い
く
。

　

東
大
和
市
教
育
委
員
会
は
、

子
ど
も
た
ち
が
、
東
大
和
市
民

で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
も
ち
、

知
性
、
感
性
、
道
徳
心
や
体
力

な
ど
の
生
き
る
力
を
育
み
、
人

間
性
豊
か
に
成
長
す
る
こ
と
を

願
い
、

○
互
い
の
人
格
を
尊
重
し
、
思

い
や
り
と
規
範
意
識
の
あ
る
人

間○
社
会
の
一
員
と
し
て
、
社
会

に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
人
間

○
自
ら
学
び
考
え
行
動
す
る
、

個
性
と
創
造
力
豊
か
な
人
間

の
育
成
に
向
け
た
教
育
を
重
視

す
る
。

　

ま
た
、
学
校
教
育
及
び
社
会

教
育
を
充
実
し
、
だ
れ
も
が
生

涯
を
通
じ
て
、主
体
的
に
学
び
、

支
え
合
う
こ
と
が
で
き
る
社
会

の
実
現
を
図
る
。

　

そ
し
て
、
教
育
は
、
家
庭
、

学
校
及
び
地
域
の
そ
れ
ぞ
れ
が

責
任
を
果
た
し
、
連
携
し
て
行

わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

で
あ
る
と
の
認
識
に
立
っ
て
、

全
て
の
市
民
が
教
育
に
参
加
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
く
。

※
教
育
目
標
・
基
本
方
針
の
全

文
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

指
導
室
・
内
線
１

５
３
２
ま
で
。

▽
受
付
開
始
日
時　

２
月　

日
１６

豺
午
後
１
時
か
ら

▽
対
象　

１
歳
以
上
で
集
団
保

育
が
可
能
な
未
就
学
児

▽
保
育
日　

月
〜
土
曜
日

※
祝
日
、
年
末
年
始
は
除
く
。

▽
保
育
時
間
・
保
育
料

�
１
日
利
用
（
８
時
間
）

：

午
前

９
時
〜
午
後
５
時
／
二
、
四
〇

〇
円

�
半
日
利
用
（
４
時
間
）

：

午
前

９
時
〜
午
後
１
時
ま
た
は
午
後

１
時
〜
５
時
／
一
、
二
〇
〇
円

▽
定
員　
　

人
１０

▽
利
用
限
度　

週
３
回

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

母
子

健
康
手
帳
、
健
康
保
険
証
、
乳

幼
児
医
療
証

▽
予
約
方
法　

利
用
申
請
書
を

提
出
後
、
子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
の
窓
口
ま
た
は
電
話
で
、

１
か
月
先
ま
で
の
空
い
て
い
る

日
を
予
約
で
き
ま
す
。
な
お
、

４
月
１
日
貉
の
予
約
は
、
窓
口

で
は
３
月
２
日
豺
午
前
９
時
か

ら
、
電
話
で
の
仮
予
約
は
同
日

午
前　

時
か
ら
行
い
ま
す
。

１０

◎
３
月
の
出
張
か
る
が
も
ひ
ろ

ば
　

担
当
保
育
士
が
集
会
所
な
ど

に
出
張
し
、
親
子
で
手
遊
び
や

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
参
加
者

同
士
の
情
報
交
換
な
ど
を
行
い

ま
す
。

　

育
児
や
子
ど
も
の
発
達
な
ど

に
つ
い
て
も
ご
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

▽
対
象　

３
歳
ま
で
の
乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者

▽
期
日
・
場
所　

３
月
４
日
貉

は
湖
畔
集
会
所
、
３
月　

日
貉

１１

は
清
水
集
会
所
、
３
月　

日
貂

１７

は
む
こ
う
は
ら
児
童
館
、
３
月

　

日
貉
は
仲
原
集
会
所

１８▽
時
間　

午
前　

時　

分
〜　

１０

３０

１１

時　

分
４５

※
事
前
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
当
日
直
接
会
場
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

�
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
�

　

―　

―
３
６
５
１
ま
で
。

０４２

５６５

　

み
の
り
福
祉
園
で
は
、
重
度

身
体
障
害
者
及
び
重
度
知
的
障

害
者
を
対
象
と
し
た
生
活
介
護

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

の
事
業
に
あ
た
り
、
利
用
者
送

迎
業
務
を
行
う
ワ
ゴ
ン
車
（
パ

ワ
ー
リ
フ
ト
・
車
椅
子
固
定
装

置
付
）
の
運
転
手
を
募
集
し
ま

す
。
障
害
者
福
祉
に
ご
理
解
の

あ
る
方
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

▽
応
募
要
件　

普
通
運
転
免
許

を
有
し
、
障
害
者
施
設
、
介
護

施
設
等
で
運
転
業
務
に
携
わ
っ

た
経
験
の
あ
る
方
。
未
経
験
の

方
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▽
勤
務
時
間　

原
則
と
し
て
、

月
〜
金
曜
日
の
午
前
８
時　

分
３０

〜
９
時　

分
及
び
午
後
３
時　

３０

３０

分
〜
４
時　

分
３０

▽
勤
務
内
容　

送
迎
ワ
ゴ
ン
車

の
運
転
・
車
椅
子
の
装
着
等

▽
賃
金　

時
給
一
、
一
三
〇
円

※
交
通
費
は
支
給
し
ま
せ
ん
。

▽
採
用
期
間　

４
月
１
日
か
ら

６
か
月
間
（
更
新
有
り
）

※
採
用
決
定
後
、
研
修
期
間
を

設
け
ま
す
。

▽
募
集
人
員　

１
人

▽
応
募
期
限　

２
月　

日
貊

２７

▽
応
募
方
法　

市
指
定
の
履
歴

書
様
式
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

み
の
り
福
祉
園
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
原
則
と
し
て
本
人
が

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時
。

３０

土
・
日
曜
日
は
除
く
。

▽
問
合
せ　

み
の
り
福
祉
園
�

　

―　

―
１
３
８
１
、
フ
ァ
ク

０４２

５６４

ス　

―　

―
１
３
８
２
ま
で
。

０４２

５６４

東大和市教育委員会 

教育目標と 

平成27年度 

　　　  基本方針 

か
る
が
も
一
時
保
育
室
の
 

平
成
 27
 年
度
利
用
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

◎
み
の
り
福
祉
園
 

臨
時
職
員
（
自
動
車
運
転
手
）
を
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
募
集
し
ま
す

　

５
月
９
日
貍
・　

日
豸
の
２

１０

日
間
で
開
催
予
定
の
東
大
和
市

グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト
�
う
ま
か

ん
べ
ぇ
〜
祭
�
で
ス
テ
ー
ジ
発

表
を
す
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
募
集
要
項
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

ダ
ン
ス
、音
楽
演
奏
、

郷
土
芸
能
な
ど
を
行
う
団
体

※
発
表
時
間
や
ス
テ
ー
ジ
の
広

さ
、
機
材
な
ど
諸
条
件
が
あ
り

ま
す
。

▽
参
加
費　

無
料

▽
応
募
期
間　

２
月　

日
豺
〜

１６

　

日
貊
（
必
着
）

２７▽
応
募
方
法　

専
用
の
応
募
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
産

業
振
興
課
（
市
役
所
１
階
）
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

直
接
提
出
で
き
な
い
場
合
に
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
用
紙
の
配
布
場
所　

グ

ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト
実
行
委
員
会

（
産
業
振
興
課
）、
市
民
会
館

（
ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル
）
管
理
事

務
所

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽
募
集
数　

４
〜
６
団
体

※
募
集
数
を
超
え
た
場
合
は
、

発
表
内
容
及
び
活
動
実
績
等
を

考
慮
し
て
選
考
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス

ト
実
行
委
員
会
（
産
業
振
興
課
）

・
内
線
１
０
７
４
ま
で
。

　

「
赤
ち
ゃ
ん
・
ふ
ら
っ
と
」

は
、
小
さ
な
子
ど
も
を
連
れ
た

方
が
安
心
し
て
外
出
を
楽
し
め

る
た
め
の
、
お
む
つ
替
え
や
授

乳
な
ど
が
行
え
る
ス
ペ
ー
ス
の

愛
称
で
す
。
東
京
都
で
は
、
小

さ
な
子
ど
も
を
連
れ
て
出
か
け

る
身
近
な
施
設
へ
の
設
置
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　

東
京
都
に
「
赤
ち
ゃ
ん
・
ふ

ら
っ
と
」
事
業
開
始
届
を
提
出

す
る
と
、
確
認
後
に
適
合
証
が

交
付
さ
れ
、「
と
う
き
ょ
う
子
育

て
ス
イ
ッ
チ
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://tokyo.kosodates
w
itch.jp

）に
所
在
地
等
が
公
表

さ
れ
ま
す
。
現
在
、
市
内
に
は

３
か
所
の
民
間
事
業
施
設
に

「
赤
ち
ゃ
ん
・
ふ
ら
っ
と
」
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
赤
ち
ゃ
ん
・
ふ
ら
っ
と
」

の
設
置
・
登
録
を
希
望
す
る
事

業
者
等
の
方
は
、
設
置
基
準
等

に
つ
い
て
ご
案
内
し
ま
す
の
で
、

子
育
て
支
援
課（
市
役
所
１
階
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
設
置
基
準
は
「
と
う
き
ょ
う

子
育
て
ス
イ
ッ
チ
」
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ　

子
育
て
支
援
課
・

内
線
１
７
６
１
ま
で
。

ステージ発表団体を 
　　　　　 募集します 

第4回 事
業
者
の
方
へ
 

「
赤
ち
ゃ
ん
・
ふ
ら
っ
と
」の

登
録
を
お
願
い
し
ま
す
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平成27年度教育委員会の基本方針
　東大和市教育委員会は、「教育目標」を達成するために、「基本方針」及び
「東大和市学校教育振興基本計画」に基づき、多摩湖と狭山丘陵の美しい自然
に恵まれた東大和市の特性を生かして、総合的に教育施策を推進する。
　また、主要な施策や事務事業の取組状況について点検及び評価を行い、課
題や取組の方向性を明らかにして効果的な教育行政の一層の推進を図ると
ともに、その公表により市民への説明責任を果たし、市民に信頼される教育
行政を推進する。

基本方針1　「人権尊重の精神」と「社会貢献の精神」の育成

　全ての市民が、人権尊重の理念を正しく理解するとともに、思いやりの心
や社会生活の基本的ルールを身に付け、社会に貢献しようとする精神を育む
ことが求められる。
　そのために、人権教育及び心の教育を充実するとともに、相互に支え合う
社会づくりを目指して、権利と義務、自由と責任についての認識を深め、規
範意識・公共心に富む、自立した個人を育てる教育を行う。 

基本方針2　「豊かな個性」と「創造力」の伸長　　　　　　

　グローバル化と情報技術が進展する社会にあって、国際社会に生き、社会
の変化に対応できるよう、確かな学力を育み、子どもたちの個性と創造力を
伸ばす教育を推進することが求められる。  
　そのために、子どもたち一人一人の生きる力としての知識・技能の習得と
思考力・判断力・表現力等の育成のバランスを重視するとともに、道徳性、
社会性を育成し、主体的に学習に取り組む態度を養う。

基本方針3　「総合的な教育力」と「文化・スポーツ」の充実

　少子高齢化や核家族化が進む中で、子どもたちの健やかな成長を社会全体
で支えるとともに、市民一人一人が生涯にわたって、自由に学び、社会に貢
献できるようにすることが求められる。 
  そのために、家庭・学校・地域の教育力を高め、さらに推進できるよう支
援するとともに、人々が生涯を通じて、自ら学び、文化・スポーツに親しみ、
社会参加できる機会の充実を図る。

基本方針4　「市民の教育参加」と「学校経営の改革」の推進

　教育行政には学校・家庭・地域の協働と全ての市民の教育参加を進め、市
民感覚と経営感覚をより重視して、教育改革を力強く展開することが求めら
れる。
　そのために、東京都教育委員会等との緊密な連携・協力のもとに、東大和
市の特性を踏まえた教育行政を進めるとともに、市民に信頼される魅力ある
学校づくりを目指した効率的で透明性の高い開かれた学校経営への改革を
推進する。
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成
年
後
見
制
度
は
認
知
症
、

知
的
障
害
、
精
神
障
害
な
ど
の

理
由
で
判
断
能
力
が
不
十
分
な

方
の
権
利
と
財
産
を
守
る
制
度

で
す
。
支
援
者
（
成
年
後
見
人

等
）
が
本
人
に
代
わ
っ
て
契
約

を
結
ん
だ
り
、
不
動
産
や
預
貯

金
を
管
理
し
た
り
、
本
人
の
み

で
行
っ
た
不
利
益
な
契
約
な
ど

の
行
為
を
取
り
消
す
な
ど
、
本

人
の
権
利
を
保
護
し
、
援
助
を

行
い
ま
す
。
こ
の
制
度
に
は
、

家
庭
裁
判
所
が
成
年
後
見
人
等

を
選
任
す
る「
法
定
後
見
制
度
」

と
、
あ
ら
か
じ
め
本
人
が
任
意

後
見
人
を
選
ぶ
「
任
意
後
見
制

度
」
が
あ
り
ま
す（
下
表
参
照
）。

▽
法
定
後
見
制
度　

判
断
能
力

の
程
度
に
応
じ
て「
後
見
」「
保

佐
」「
補
助
」
が
あ
り
ま
す
。

▽
任
意
後
見
制
度　

本
人
が
十

分
な
判
断
能
力
が
あ
る
う
ち
に
、

将
来
、
判
断
能
力
が
不
十
分
と

な
っ
た
場
合
に
備
え
て
、
あ
ら

か
じ
め
自
ら
選
ん
だ
代
理
人
（
任

意
後
見
人
）
と
契
約
を
結
ん
で

お
く
も
の
で
す
。

▽
相
談
窓
口

�
あ
ん
し
ん
東
大
和
（
社
会
福

祉
協
議
会
内
）
�　

―　

―
０

０４２

５９０

０
１
８

�
高
齢
者
ほ
っ
と
支
援
セ
ン
タ

ー
（
い
も
く
ぼ
�　

―　

―
８

０４２

５６３

７
７
７
、
き
よ
は
ら
�　

―　
０４２

５９０

―
１
１
３
８
、
な
ん
が
い
�　
０４２

―　

―
８
１
３
３
）

５６６
�
高
齢
介
護
課
（
市
役
所
２

階
）
・
内
線
１
１
７
６

�
障
害
福
祉
課
（
市
役
所
１

階
）
・
内
線
１
１
２
３

▽
土
地
の
概
要

�
住
所
地

：

東
大
和
市
立
野
一

丁
目　

街
区
①
―
３
画
地

１３

�
面
積

：　

・　

㎡

１２９

０７

�
売
却
価
額 

：

二
、 二
九 
一 
万
円

▽
申
込
書
類
の
配
布
・
申
込
受

付　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５

３０

時
の
間
、
区
画
整
理
課
（
市
役

所
２
階
）で
申
込
書
類
の
配
布
・

申
込
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
。

▽
売
却
の
条
件　

次
の
全
て
の

条
件
に
該
当
す
る
こ
と
①
契
約

締
結
時
に
売
却
価
額
の
１
割
を

契
約
保
証
金
と
し
て
納
付
で
き

る
こ
と
（
契
約
保
証
金
は
売
却

代
金
に
充
当
し
ま
す
）
②
売
買

契
約
締
結
日
の
翌
日
か
ら
、　
３０

日
以
内
に
売
却
価
額
の
残
額
９

割
を
納
付
で
き
る
こ
と

※
個
人
、
法
人
を
問
わ
ず
申
込

み
が
可
能
で
す
。
売
却
は
申
込

順
と
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

区
画
整
理
課
・
内

線
１
２
８
１
ま
で
。

　

手
話
通
訳
者
等
派
遣
事
業
に

お
け
る
市
登
録
手
話
通
訳
者
と

し
て
の
活
動
を
希
望
す
る
方
は
、

登
録
認
定
審
査
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

▽
対
象　

登
録
認
定
審
査
の
受

験
経
験
者
、
手
話
講
習
会
（
上

級
）
の
修
了
者
、
市
外
か
ら
の

転
入
者
で
手
話
通
訳
の
技
術
を

有
す
る
方
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る　

歳
以
上
の
方
（
高
等
学

１８

校
生
徒
は
除
く
）

▽
日
時　

３
月　

日
豸
午
前
９

２２

時　

分
か
ら

３０
▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
審
査
内
容　

一
般
常
識
問
題
、

聞
き
取
り
手
話
表
現
、
読
み
取

り
口
頭
通
訳

▽
費
用　

無
料

▽
認
定
審
査
合
格
者
の
登
録　

審
査
に
合
格
し
た
方
は
、
市
登

録
手
話
通
訳
者
と
し
て
登
録
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
市
登
録
手

話
通
訳
者
と
し
て
従
事
し
た
際

は
、
市
が
定
め
た
額
の
謝
礼
を

お
支
払
い
し
ま
す
。

▽
申
込
み　

３
月　

日
貂
ま
で

１７

に
障
害
福
祉
課
（
市
役
所
１
階
）

・
内
線
１
１
２
３
へ
。

　

「
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
〜
大
き
な
和
〜
」
は
、
地

域
で
活
動
す
る
団
体
や
事
業
所

等
の
協
力
機
関
が
日
常
業
務
等

の
中
で
、
高
齢
者
の
「
ち
ょ
っ

と
し
た
異
変
」
に
気
づ
い
た
場

合
、
市
役
所
や
高
齢
者
ほ
っ
と

支
援
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
を
い
た

だ
く
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
高

齢
者
を
さ
り
げ
な
く
見
守
っ
て

い
く
も
の
で
す
。

　

こ
の
た
び
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
に
つ
い
て
、
新
た
に
１
月

　

日
か
ら
次
の
事
業
所
に
ご
協

２７力
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

▽
協
力
機
関

�
東
京
都
理
容
生
活
衛
生
同
業

組
合
多
摩
立
川
支
部
東
大
和
地

区�
東
京
都
美
容
生
活
衛
生
同
業

組
合
村
山
・
大
和
支
部

�
バ
ス
事
業
所
（
都
営
バ
ス
早

稲
田
自
動
車
営
業
所
青
梅
支
所
、

西
武
バ
ス
立
川
営
業
所
及
び
小

平
営
業
所
、
立
川
バ
ス
上
水
営

業
所
）

▽
問
合
せ　

高
齢
介
護
課
・
内

線
・
１
１
７
６
ま
で
。

■
都
営
住
宅
（
地
元
割
当
）
入

居
者

◎
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
単
身
者
向

（
東
京
街
道
）

▽
募
集
戸
数　

１
戸

▽
応
募
資
格　

次
の
全
て
の
条

件
に
該
当
す
る
こ
と

�
原
則
と
し
て
親
族
と
同
居
し

て
い
な
い　

歳
以
上
の
単
身
者

６５

で
あ
る
こ
と

�
市
内
に
３
年
以
上
居
住
し
て

い
る
こ
と

�
所
得
が
東
京
都
の
定
め
る
基

準
内
で
あ
る
こ
と

�
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

�
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

◎
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
２
人
世
帯

（
東
京
街
道
）

▽
募
集
戸
数　

１
戸

▽
応
募
資
格　

次
の
全
て
の
条

件
に
該
当
す
る
こ
と

�
申
込
者
が　

歳
以
上
で
あ
る

６５

こ
と

�
市
内
に
３
年
以
上
居
住
し
て

い
る
こ
と

�　

歳
以
上
の
同
居
親
族
が
い

６５
る
こ
と

�
所
得
が
東
京
都
の
定
め
る
基

準
内
で
あ
る
こ
と

�
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

�
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

【
共
通
事
項
】

▽
申
込
書
配
布
期
間
・
場
所

２
月　

日
豺
〜　

日
貉
の
間
、

１６

２５

市
民
生
活
課
（
市
役
所
３
階
。

土
・
日
曜
日
は
除
く
）、
市
民
セ

ン
タ
ー
（
土
・
日
曜
日
を
含
む
）

で
配
布
し
ま
す
。

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
、

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽
申
込
受
付　

２
月　

日
貉
ま

２５

で
に
、
市
民
生
活
課
へ
直
接
提

出
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

（
消
印
有
効
）。

▽
問
合
せ　

市
民
生
活
課
・
内

線
１
７
１
２
ま
で
。

■
国
勢
調
査
員

　

平
成　

年　

月
１
日
現
在
で

２７

１０

全
国
一
斉
に
国
勢
調
査
を
実
施

し
ま
す
。
こ
の
調
査
に
ご
協
力

い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

▽
応
募
要
件

�　

歳
以
上
で
責
任
を
持
っ
て

２０
調
査
の
事
務
を
遂
行
で
き
る
方

�
調
査
内
容
の
秘
密
を
守
れ
る

方�
税
務
・
警
察
・
選
挙
に
直
接

関
係
の
な
い
方

�
徒
歩
ま
た
は
自
転
車
で
の
調

査
活
動
が
で
き
る
健
康
な
方

�
暴
力
団
員
等
で
な
い
方

▽
任
命
期
間　

平
成　

年
８
月

２７

上
旬
〜　

月
上
旬
（
予
定
）

１１

　

特
別
永
住
者
で
外
国
人
登
録

証
明
書
を
お
持
ち
の
方
は
、
切

り
替
え
の
期
日
が
近
づ
い
て
い

ま
す
。
所
定
の
期
日
ま
で
に
、

切
り
替
え
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
対
象　

特
別
永
住
者
の
方

※
永
住
者
、
特
定
活
動
、
そ
の

他
の
中
長
期
在
留
者
の
方
は
、

法
務
省
入
国
管
理
局
で
の
手
続

き
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

法
務
省
入
国
管
理
局
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽　

歳
以
上
の
方
へ　

外
国
人

１６
登
録
証
明
書
に
記
載
さ
れ
て
い

る
、
次
回
確
認
（
切
替
）
申
請

期
間
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

�
２
０
１
２
年
７
月
９
日
か
ら

３
年
以
内
に
期
日
が
到
来
す
る

方
は
、
２
０
１
５
年
７
月
８
日

ま
で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

�
２
０
１
５
年
７
月
９
日
以
降

に
期
日
が
到
来
す
る
方
は
、
そ

の
期
日
ま
で
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

▽　

歳
未
満
の
方
へ　
　

歳
の

１６

１６

誕
生
日
ま
で
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
申
請
受
付　

市
民
課
（
市
役

所
１
階
）

▽
必
要
な
も
の　

外
国
人
登
録

証
明
書
、
３
か
月
以
内
に
撮
影

さ
れ
た
写
真
（
３　

×
４　

サ

cm

cm

イ
ズ
）、
パ
ス
ポ
ー
ト
（
お
持
ち

の
方
）

▽
手
数
料　

無
料　

※
即
日
で
の
交
付
は
で
き
ま
せ

ん
。
必
ず
２
回
窓
口
に
来
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

市
民
課
・
内
線
１

０
１
７
ま
で
。

▽
報
酬　

国
の
基
準
に
基
づ
い

て
算
出
し
た
金
額
を
お
支
払
い

し
ま
す
。

▽
応
募
受
付　

２
月　

日
豺
〜

１６

５
月　

日
貊
の
午
前
９
時
〜
午

１５

後
５
時
に
、
総
務
管
財
課
（
市

役
所
３
階
）
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
。

詳
細
は
、
総
務
管
財
課
、
市
民

セ
ン
タ
ー
、
公
民
館
等
で
配
布

す
る
募
集
案
内
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

総
務
管
財
課
・
内

線
１
３
１
２
ま
で
。

■
市
民
大
学
「
東
大
和
グ
リ
ー

ン
カ
レ
ッ
ジ
」（
後
期
）
企
画
運

営
委
員

　

市
民
の
学
び
を
深
め
る
市
民

大
学
の
次
年
度
の
企
画
運
営
委

員
を
募
集
し
ま
す
。
初
回
の
会

議
は
４
月　

日
貍
午
前　

時
〜

１１

１０

正
午
に
行
い
ま
す
。

▽
市
民
大
学
（
後
期
）
の
日
程

　

月　

日
貍
〜
平
成　

年
２
月

１１

２１

２８

　

日
貍

２７※
全　

回
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

１２

▽
募
集
人
数　

若
干
名

▽
受
付
期
間　

３
月
４
日
貉
〜

　

日
貊

２０▽
申
込
み　

中
央
公
民
館
�　
０４２

―　

―
２
４
５
１
、
狭
山
公
民

５６４
館
�　

―　

―
２
７
０
０
、
蔵

０４２

５６５

敷
公
民
館
�　

―　

―
０
５
５

０４２

５６６

１
、
南
街
公
民
館
�　

―　

―

０４２

５６４

２
７
７
１
、
上
北
台
公
民
館
�

　

―　

―
２
６
９
１
ま
で
。

０４２

５６７

成年後見制度の 

  利用を考えて 

       みませんか 

成年後見制度の 

  利用を考えて 

       みませんか 

法定後見制度・任意後見制度

任意後見制度
（判断能力のある人）

法定後見制度（判断能力が不十分な人）
名　称

補助保佐後見

判断能力があ
る人

日常生活で判
断能力が不十
分な人

日常生活で
判断能力が
著しく不十
分な人

日常生活で判
断能力が欠け
ているのが通
常の状態の人

対象者
（利用者本人）

任意後見人補助人保佐人成年後見人支　援
する人

財産管理・
身上監護　財産管理・身上監護仕事の

内　容

本人との契約
で定めた行為

本人の同意を得たうえで、家
庭裁判所が定めた法律行為

本人が行う全
ての法律行為代理権

なし

本人の同意を
得たうえで、家
庭裁判所が定
めた法律行為

法律上定め
られた重要
な行為

日常生活に関す
る行為（※）以外
の全ての行為（取
消権のみ）

同意権
取消権

※日用品の購入、その他日常生活に関する行為

高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
〜
大
き
な
和
〜

ご
協
力
い
た
だ
け
る
機
関
が
増
え
ま
し
た

特
別
永
住
者
の
方
へ
 

外
国
人
登
録
証

明
書
の
切
り
替

え
手
続
き
 

手
話
通
訳
者

登
録
認
定
審
査

平
成
 26
 年
度
 

立
野
一
丁
目
土
地
区
画
 

整
理
事
業
施
行
地
区
内
の

土
地（
保
留
地
）を

　
　
 売
却
し
ま
す
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■
第　

回
南
街
公
民
館
ま
つ
り

３２

「
こ
れ
は
楽
し
そ
う
！
南
街
公
民

館
ま
つ
り
」

　

南
街
公
民
館
で
活
動
し
て
い

る
グ
ル
ー
プ
の
日
頃
の
活
動
成

果
を
展
示
・
発
表
し
ま
す
。
式

典
時
の
手
話
通
訳
を
希
望
す
る

方
は
、
２
月　

日
�
ま
で
に
南

２５

街
公
民
館
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
３
月
７
日
�
】

開
会
式　

午
前　

時
〜　

時　

１０

１０

３０

分
／
展
示　

午
前　

時
〜
午
後

１０

４
時
／
発
表　

午
前　

時　

分

１０

３０

〜
午
後
４
時　

分
／
地
域
交
流

３０

イ
ベ
ン
ト　

午
前　

時　

分
〜

１０

３０

　

時
（
市
立
第
二
小
学
校
和
太

１１鼓
ク
ラ
ブ
）
／
他
館
交
流　

午

後
１
時
〜
１
時　

分
〔
新
婦
人

３０

コ
ー
ラ
ス
（
中
央
公
民
館
利
用

グ
ル
ー
プ
）
に
よ
る
女
性
合
唱
〕

【
３
月
８
日
�
】

展
示　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

　

分
／
発
表　

午
前　

時
〜
午

３０

１０

後
３
時
／
地
域
交
流
イ
ベ
ン
ト

午
前　

時
〜　

時　

分
（
市
立

１０

１０

３０

第
二
中
学
校
吹
奏
楽
部
）
／
体

験
コ
ー
ナ
ー
「
う
ど
ん
作
り
」

午
前　

時
〜
正
午（
う
ど
ん
・
そ

１０

ば
の
会
。
定
員　

人
。
事
前
申

２０

込
制
。
参
加
費　

円
。
見
学
で

３００

き
ま
す
）
／
閉
会
式
・
ビ
ン
ゴ

大
会　

午
後
３
時
〜
３
時　

分
３０

【
３
月
７
日
・
８
日
両
日
】 

他
館
交
流
展
示　

東
大
和
市
民

ネ
ッ
ト
（
上
北
台
公
民
館
利
用

グ
ル
ー
プ
）
／
模
擬
店　

午
前

　

時　

分
〜
売
切
れ
次
第
終
了

１０

３０

〔
チ
ケ
ッ
ト
（
お
で
ん
、
お
に
ぎ

り
、
今
川
焼
）は
、
当
日
販
売
し

ま
す
。ほ
か
に
鉢
花
販
売
、福
祉

作
業
所
の
出
店
も
あ
り
ま
す
〕

／
お
も
ち
ゃ
修
理　

（
東
大
和

ト
イ
ク
リ
ニ
ッ
ク
）　

展
示
時
間

内
に
壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
部
品

代
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
場
所　

南
街
公
民
館

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
問
合
せ　

南
街
公
民
館
�　
０４２

―　

―
２
７
７
１
ま
で
。

５６４
■
狭
山
公
民
館
か
ら

◎
狭
山
子
ど
も
体
験
教
室
「
電

線
と
磁
石
で
モ
ー
タ
ー
を
作
っ

て
回
そ
う
」

　

電
気
と
磁
気
の
不
思
議
な
関

係
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

▽
対
象　

小
学
３
〜
６
年
生

※
親
子
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▽
日
時　

３
月　

日
�
午
前
９

１４

時　

分
〜　

時　

分　

３０

１１

３０

▽
場
所　

狭
山
公
民
館

▽
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

▽
講
師　

狭
山
ガ
リ
レ
オ
ク
ラ

ブ
会
員

▽
申
込
開
始
日　

２
月　

日
�

１７

◎
親
子
講
座
「
親
子
で
た
の
し

も
う
！
０
・
１
・
２
」

▽
対
象　

満
６
か
月
〜
２
歳
６

か
月
前
後
の
乳
幼
児
親
子

▽
日
時　

３
月　

日
�
午
前　

１２

１０

時
〜
正
午

▽
場
所　

狭
山
公
民
館

▽
定
員　
　

組
（
申
込
順
）

１０

▽
内
容　

か
わ
い
い
ア
ー
ム
カ

バ
ー
作
り

▽
講
師　

松
枝
千
種
氏
（
保
育

士
、
栄
養
士
）

▽
材
料
費　
　

円
５００

※
申
込
時
に
集
金
し
ま
す
。

▽
持
ち
物　

裁
縫
セ
ッ
ト
、
食

器
セ
ッ
ト
（
親
子
分
）、
お
米
１

合
、
飲
み
物

▽
申
込
開
始
日　

２
月　

日
�

１７

�
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

狭
山
公
民
館
�　

―　

―
２
７

０４２

５６５

０
０
ま
で
。

■
人
形
村
の
な
か
ま
た
ち

　

市
内
で
活
動
し
て
い
る
人
形

劇
サ
ー
ク
ル
の
公
演
で
す
。
子

ど
も
た
ち
に
夢
い
っ
ぱ
い
の
す

て
き
な
お
話
を
届
け
ま
す
。

▽
日
時　

２
月　

日
�
午
後
１

２８

時　

分
〜
３
時　

分
（
予
定
）

３０

１５

※
開
場
は
午
後
１
時　

分
で
す
。

１５

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
演
目
・
出
演
団
体　

「
ち
び

く
ろ
・
さ
ん
ぼ
」
ア
リ
ス
ち
ゃ

ん
、「
や
せ
た
め
ん
ど
り
」
み
っ

く
す
じ
ゅ
ー
す
、「
い
た
ず
ら
ぎ

つ
ね
と
へ
ん
な
本
」
ス
プ
ー
ン

お
ば
さ
ん

▽
定
員　
　

人
（
当
日
直
接
会

２００

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
）

▽
問
合
せ　

中
央
公
民
館
�　
０４２

―　

―
２
４
５
１
ま
で
。

５６４

　

市
で
は
、
子
ど
も
と
大
人
が

一
緒
に
な
っ
て
遊
べ
る
「
子
ど

も
と
大
人
の
遊
び
体
験
塾
」
を

開
催
し
ま
す
。　

こ
の
事
業
は
、

市
内
で
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育

成
を
目
指
し
て
活
動
す
る
皆
さ

ん
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

▽
日
時　

３
月
８
日
�
午
前　
１０

時
〜
午
後
２
時　

分
３０

▽
場
所　

中
央
公
民
館

※
詳
し
く
は
、下
表
の
と
お
り
。

▽
問
合
せ　

青
少
年
課
・
内
線

１
７
４
２
ま
で
。

　

み
の
り
福
祉
園
で
は
、
利
用

者
の
１
年
間
の
活
動
成
果
の
発

表
の
場
と
し
て
「
み
ん
な
で
楽

し
も
う
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
み

の
り
祭
を
開
催
し
ま
す
。

　

ゲ
ス
ト
に
よ
る
楽
器
演
奏
、

福
祉
園
利
用
者
に
よ
る
歌
や
踊

り
の
楽
し
い
舞
台
発
表
や
、
書

道
・
陶
芸
な
ど
の
作
品
展
示
も

行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
共
同
作
業
所
等

に
よ
る
模
擬
店
、
自
主
製
作
品

の
販
売
も
行
い
ま
す
。

▽
日
時　

２
月　

日
�
午
後
１

２８

時
〜
４
時

▽
場
所　

み
の
り
福
祉
園

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
問
合
せ　

み
の
り
福
祉
園
�

　

―　

―
１
３
８
１
、
フ
ァ
ク

０４２

５６４

ス　

―　

―
１
３
８
２
ま
で
。

０４２

５６４

　

中
央
図
書
館
開
館　

周
年
を

３０

記
念
し
て
、
詩
人
の
谷
川
俊
太

郎
氏
を
お
招
き
し
、
ト
ー
ク
シ

ョ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

２
月　

日
�
午
後
２

２２

時
〜
４
時

※
入
場
は
午
後
１
時　

分
か
ら

３０

で
す
。
午
後
０
時　

分
か
ら
入

３０

場
整
理
券
を
配
布
し
ま
す
。

▽
場
所　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

▽
定
員　
　

人
（
当
日
先
着
順
）

４００

▽
内
容　

谷
川
氏
と
市
民
、
図

書
館
の
職
員
を
含
め
た
対
談
形

式
で
、
図
書
館
、
本
、
言
葉
、

絵
本
等
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

▽
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

谷
川
氏
が
作
詞
し
た
市
立
第
五

小
学
校
校
歌
を
同
校
児
童
が
歌

い
ま
す
。

▽
入
場
料　

無
料

※
こ
の
事
業
は
「
東
大
和
の
図

書
館
を
考
え
る
会
」
と
共
催
で

実
施
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

中
央
図
書
館
�　
０４２

―　

―
２
４
５
４
ま
で
。

５６４

中
央
図
書
館
開
館
３０
周
年
記
念
事
業 

谷
川
俊
太
郎
氏
ト
ー
ク
シ
ョ
ー 

谷
川
さ
ん
に
き 
谷
川
さ
ん
に

谷
川
さ
ん
に 

　
　
き
い
て
み
よ
う
！

　
　
き
い
て
み
よ
う
！ 
谷
川
さ
ん
に

谷
川
さ
ん
に 

　
　
き
い
て
み
よ
う
！

　
　
き
い
て
み
よ
う
！ 

　

市
内
の
史
跡
や
社
寺
仏
閣

な
ど
を
含
ん
だ
コ
ー
ス
を
、

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ガ
イ

ド
を
聞
き
な
が
ら
散
策
す
る

ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー
で
す
。

▽
日
時　

３
月
７
日
�
午
後

１
時
〜
４
時

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
で
す
。

▽
集
合
・
解
散
場
所　

蔵
敷
公

民
館

▽
コ
ー
ス　

蔵
敷
公
民
館
〜
郷

土
博
物
館
〜
蔵
敷
公
民
館
（
約

５
㎞
）

▽
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

▽
内
容　

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら

市
内
の
コ
ー
ス
を
散
策
し
ま
す
。

見
学
場
所
の
郷
土
博
物
館
で

は
、
常
設
展
示
の
ほ
か
に
、

つ
る
し
雛
（
人
形
）
な
ど
の

特
別
展
示
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

▽
参
加
費　

無
料

▽
申
込
み　

２
月　

日
�
〜

１６

３
月
２
日
�
の
間
、
産
業
振

興
課
・
内
線
１
０
７
４
ま
で
。

観
光
ガ
イ
ド
付
き 

　
ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー 

ひ
な
ま
つ
り
と 

旧
道
を
め
ぐ
る 

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
贈
さ

れ
た
段
飾
り
や
御
殿
飾
り
の
ひ

な
人
形
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

　

手
工
芸
連
盟
や
市
民
グ
ル
ー

プ
「
布
あ
そ
び　

ぱ
れ
っ
と
」

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
手
作

り
の
つ
る
し
飾
り
も
展
示
し
て

い
ま
す
。

▽
日
時　

２
月　

日
�
〜
３
月

２１

８
日
�
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
月
曜
日
は
除
く
。

▽
会
場　

郷
土
博
物
館
企
画
展

示
室

◎
手
作
り
講
座
「
お
手
玉
う
さ

ぎ
を
作
ろ
う
」（
事
前
申
込
制
）

▽
日
時　

２
月　

日
�
午
前　

２２

１０

時
か
ら
、
ま
た
は
午
後
１
時
か

ら
（
２
時
間
程
度
）。

※
ど
ち
ら
の
回
も
同
じ
作
品
を

作
り
ま
す
。

▽
場
所　

郷
土
博
物
館
会
議
室

▽
募
集
人
数　

各
回　

人
程
度

２０

▽
費
用　

一
、
〇
〇
〇
円

�
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

郷
土
博
物
館
�　

―　

―
４
８

０４２

５６７

０
０
ま
で
。

◎
郷
土
博
物
館 

　
　
　
　
企
画
展
示 

　

ひ
な
ま
つ
り 

み
の
り
祭 
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�
�
�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ▲谷川俊太郎氏

公 民 館 の  
　 　催 し 物  

子
ど
も
と
大
人
の 

　
　
遊
び
体
験
塾 

子どもと大人の遊び体験塾イベント一覧
開会式は午前１０時から。閉会式は午後２時３０分から。ともに中央公民館ホール

時間中央公民館会場内容（参加団体・個人）

午前１０時１５分
～午後２時３０分

玄関前広場車いす、ストレッチャー体験（フォ
ーチュンブリッジ）

２０１会議室お手玉で遊びましょう・けん玉で遊
びましょう（お手玉の会）

２０２会議室
カメラで遊ぼう「撮影からプリント
まで」（写真愛好会　カメラ持参可。
貸し出し有り）

２０３会議室
親子できものを着てみましょう（き
ものと作法親子教室　着物は貸し出
します）

２０４会議室
歌の紙芝居（みんなのソプラノ）、
大型絵本の読み聞かせ（レク研究会）、
からくり人形（栗田名人）

午前１０時３０分
～午後１時３０分視聴覚室紙コップタワーに挑戦（東大和子ど

も劇場）

午前１０時１５分　
～午後２時２階廊下

駄菓子屋〔10円から〕、お楽しみ景
品交換所（子どもゆう研究所）
おいしい焼きそば 100円（トラプン
ト）、おいしいすいとん 50円（みん
なのソプラノ）

午後１時
～２時３０分３階和室１自分でお茶をたてましょう（子ども

茶道教室）
午前１０時１５分　

　～正午３階和室２親子でお茶をたてましょう（親子茶
道教室）

午前１０時１５分
～午後２時３０分３０１会議室健康マージャンとマンカラ（健康マ

ージャン同好会）
午後２時
～２時１５分ホールステージ

手品発表、南京玉すだれ（平成の大
道芸愛好会）

午後２時１５分
　～２時３０分

華麗にレクダンスを舞う（東大和レ
クダンスの会）

午前１０時３０分　
～午後２時

ホール

ニュースポーツ体験広場　吹き矢で
健康、レク式体力検査、ボッチャで
遊ぼう（日本スポーツ吹き矢協会芋
窪支部、ボッチャで遊ぼう、レクリ
エーション協会、東京ラインクッブ
協会　ほか）

ホール前ロビーさをり織物体験（のんき工房）
午前１１時
～午後１時

中庭テント

ピザづくり（キッズコミュニティ　
１００円。先着５０人）

午前１０時１５分
～午後２時３０分

バルーンアートに挑戦（第五中学校）
紙ヒコーキを飛ばそう（カミヒコー
キの会）
※材料等が無くなり次第終了する場合があります。また、体験コーナー
の制作には材料費の実費をいただく場合があります。会場が変更になる
場合があります。時間は目安です。
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■
子
ど
も
予
防
接
種
週
間
〜
３

月
１
日
か
ら
７
日
ま
で

　

日
本
医
師
会
、
日
本
小
児
科

医
会
、
厚
生
労
働
省
の
主
催
で

す
。
ワ
ク
チ
ン
で
防
ぐ
こ
と
の

で
き
る
感
染
症
か
ら
、
子
ど
も

た
ち
を
救
い
ま
し
ょ
う
。

　

予
防
接
種
は
、
免
疫
力
を
つ

け
て
感
染
症
に
か
か
り
に
く
く

し
た
り
、
重
症
化
を
防
ぐ
目
的

で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
人
が
、
予
防
接
種
に

よ
っ
て
免
疫
を
持
つ
こ
と
は
、

自
分
自
身
を
守
る
だ
け
で
な
く
、

病
気
や
治
療
の
た
め
に
予
防
接

種
を
受
け
ら
れ
な
い
人
を
、
感

染
症
か
ら
守
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

受
け
忘
れ
て
い
る
予
防
接
種

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
母
子
健
康

手
帳
の
予
防
接
種
記
録
を
確
認

し
、
受
け
そ
び
れ
て
い
る
も
の

は
早
め
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
定
期

予
防
接
種
の
対
象
年
齢
（
月
齢
）

と
接
種
回
数

�
ヒ
ブ
感
染
症
、
小
児
肺
炎
球

菌
感
染
症
迯
生
後
２
か
月
以
上

５
歳
未
満
／
４
回

�
４
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・

百
日
せ
き
・
ポ
リ
オ
・
破
傷
風
）

迯
生
後
３
か
月
以
上
７
歳
６
か

月
未
満
／
４
回

�
Ｂ
Ｃ
Ｇ
迯
生
後
５
か
月
以
上

　

か
月
未
満
／
１
回

１２�
Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
・
風
し
ん
混

合
）
１
期
迯
生
後　

か
月
以
上

１２

　

か
月
未
満
／
１
回

２４�
Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
・
風
し
ん
混

合
）
２
期
迯
平
成　

年
４
月
２

２０

日
〜
平
成　

年
４
月
１
日
生
ま

２１

れ
の
方
／
１
回

※
接
種
期
限
は
平
成　

年
３
月

２７

　

日
で
す
。

３１�
水
痘
迯
１
歳
以
上
３
歳
未
満

で
水
痘
に
か
か
っ
た
こ
と
が
無

い
方
／
２
回

�
水
痘
（
平
成　

年
３
月　

日

２７

３１

ま
で
の
経
過
措
置
）
迯
３
歳
以

上
５
歳
未
満
で
今
ま
で
に
一
度

も
接
種
し
た
こ
と
が
無
く
、
水

痘
に
か
か
っ
た
こ
と
が
無
い
方

／
１
回

�
日
本
脳
炎
１
期
迯
３
歳
以
上

７
歳
６
か
月
未
満
、
ま
た
は
平

成
７
年
４
月
２
日
〜
平
成　

年
１９

４
月
１
日
生
ま
れ
で　

歳
未
満

２０

／
３
回

�
日
本
脳
炎
２
期
迯
平
成
７
年

４
月
２
日
〜
平
成　

年
４
月
１

１９

日
生
ま
れ
で
、
１
期
を
終
了
し

た
９
歳
以
上　

歳
未
満
／
１
回

２０

※
よ
り
効
果
的
な
免
疫
を
獲
得

す
る
に
は
、
１
期
終
了
か
ら
概

ね
５
年
以
上
あ
け
る
ほ
う
が
よ

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

�
２
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・

破
傷
風
）迯　

歳
以
上　

歳
未
満

１１

１３

／
１
回

▽
積
極
的
勧
奨
の
差
し
控
え
と

な
っ
て
い
る
定
期
予
防
接
種

�
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
（
子
宮 
頸 
が
ん
）迯
中
学

け
い

１
年
生
〜
高
校
１
年
生
に
相
当

す
る
年
齢
の
女
性
／
３
回

※
平
成　

年
６
月
以
降
、
国
の

２５

通
知
に
基
づ
き
、
予
防
接
種
の

ご
案
内
及
び
勧
奨
を
中
止
し
て

い
ま
す
。接
種
に
当
た
っ
て
は
、

予
防
接
種
の
効
果
や
副
反
応
等

に
つ
い
て
、
よ
く
医
師
の
説
明

を
受
け
、
理
解
し
た
上
で
接
種

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
予
防
接
種
予
診
票

�
東
大
和
市
に
転
入
し
た
方

�
紛
失
等
で
東
大
和
市
の
予
診

票
を
持
っ
て
い
な
い
方

　

前
住
所
地
で
発
行
し
た
予
防

接
種
の
予
診
票
は
、
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
東
大
和

市
が
発
行
し
た
予
診
票
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

予
防
接
種
の
予
診
票
を
発
行

す
る
に
は
、
母
子
健
康
手
帳
を

確
認
す
る
た
め
、
窓
口
で
手
続

き
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
母

子
健
康
手
帳
を
市
立
保
健
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

予
防
接
種
に
関
す
る
相
談
、

問
合
せ
は
、
お
気
軽
に
市
立
保

健
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
市
立

保
健
セ
ン
タ
ー
�　

―　

―
５

０４２

５６５

２
１
１
ま
で
。

■
初
め
て
の
離
乳
食
講
習
会

（
４
〜
６
か
月
）

　

生
後
４
〜
６
か
月
の
乳
児
の

保
護
者
／
３
月
４
日
貉
午
後
１

時　

分
〜
３
時
／
市
立
保
健
セ

３０
ン
タ
ー
／　

人
（
申
込
順
。
２

２０

病院？救急車？迷ったら「＃ 7119」～救急相談センターへ！～／問合せ　北多摩西部消防署 � 042 － 565 － 0119へ

月　

日
豺
か
ら
受
付
開
始
。
市

１６
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申

請
で
も
受
け
付
け
ま
す
）
／
離

乳
食
の
進
め
方
・
作
り
方
の
話
、

試
食
（
保
護
者
の
み
）
／
母
子

健
康
手
帳
、
筆
記
用
具
、
お
ん

ぶ
ひ
も
ま
た
は
だ
っ
こ
ひ
も

■
簡
単
に
作
れ
る
離
乳
食
講
習

会
（
７
〜　

か
月
）

１１

　

生
後
７
〜　

か
月
の
乳
児
の

１１

保
護
者
／
３
月　

日
貉
午
後
１

１１

時　

分
〜
３
時　

分
／
市
立
保

３０

３０

健
セ
ン
タ
ー
／　

人
（
申
込
順
。

２０

２
月　

日
豺
か
ら
受
付
開
始
）

１６

／
保
育
室
有
り
（　

人
。
申
込

１５

順
）
／
離
乳
食
の
進
め
方
の
話
、

調
理
実
習
、
試
食
／
母
子
健
康

手
帳
、
筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、
バ
ス
タ
オ
ル
等

■
育
児
相
談
会
〜
か
ん
が
る
ー

グ
ル
ー
プ

　

小
さ
く
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん

や
発
達
に
不
安
や
心
配
を
抱
え

て
い
る
家
族
（
保
護
者
の
み
の

参
加
も
で
き
ま
す
）
／
２
月　
２７

日
貊
午
前
９
時　

分
〜　

時
／

３０

１１

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
／
子
育
て

に
つ
い
て
の
情
報
交
換
や
小
児

科
医
と
の
相
談
が
で
き
ま
す
／

母
子
健
康
手
帳
／
当
日
直
接
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

こ
こ
ろ
に
不
安
や
悩
み
の
あ

る
方
及
び
そ
の
家
族
／
３
月
４

日
貉
午
前　

時
〜
正
午
／
事
前

１０

予
約
制
／
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

／
専
門
の
医
師
に
よ
る
相
談

■
女
性
の
い
き
い
き
健
康
教
室

〜
転
倒
予
防
！
足
の
筋
力
を
保

と
う
！
〜

　

下
肢
筋
力
の
低
下
は
転
倒
を

招
く
原
因
に
な
り
ま
す
。
手
軽

に
で
き
る
運
動
を
日
常
生
活
の

中
に
取
り
入
れ
て
、
下
肢
筋
力

の
向
上
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

足
指
力
測
定
が
で
き
ま
す
。

　

市
内
在
住
の
女
性
／
３
月　
１２

日
貅
午
後
１
時　

分
〜
４
時
／

３０

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
／　

人
２０

（
申
込
順
）
／
体
操
の
実
技
、

足
指
力
測
定
、
保
健
師
・
栄
養

士
講
話
／
健
康
手
帳
（
お
持
ち

の
方
）、
筆
記
用
具
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物
／
動
き
や
す
い
服
装
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

�
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
�　

―　
０４２

５６５

―
５
２
１
１
ま
で
。

■
東
大
和
市
役
所
庁
舎
内
の
落

と
し
物

　

市
役
所
庁
舎
内
の
落
と
し
物

を
お
預
か
り
し
て
い
ま
す
。
一

定
期
間
（
３
か
月
間
）
を
過
ぎ

た
物
は
処
分
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
お
心
当
た
り
の
方
は
お

早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
／
総

務
管
財
課
・
内
線
１
３
１
１
ま

で
。

■
事
業
系
一
般
廃
棄
物
の
排
出

　

事
業
所
等
か
ら
排
出
さ
れ
る

事
業
系
一
般
廃
棄
物
は
、
次
の

①
②
い
ず
れ
か
の
方
法
で
排
出

し
て
く
だ
さ
い
。

①
収
集
運
搬
許
可
業
者
と
契
約

し
て
排
出
す
る
。

②
事
業
系
一
般
廃
棄
物
指
定
収

集
袋
等
で
排
出
す
る（
要
登
録
）。

　

た
だ
し
、
②
の
方
法
で
排
出

す
る
場
合
、
１
回
当
た
り
の
排

出
量
は　
　

未
満
に
限
り
、
ご

１０
kg

み
対
策
課
（
市
役
所
３
階
）
へ

��������������������������������������������������������������������������

の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
事
業
系
一
般
廃
棄
物

は
、
家
庭
廃
棄
物
と
は
分
け
て

排
出
し
て
く
だ
さ
い
／
ご
み
対

策
課
・
内
線
１
２
４
１
ま
で
。

■
家
屋
調
査
に
ご
協
力
を

　

平
成　

年
１
月
２
日
〜
平
成

２６

　

年
１
月
１
日
に
新
築
ま
た
は

２７増
築
さ
れ
た
家
屋
に
つ
い
て
は
、

平
成　

年
度
か
ら
固
定
資
産
税

２７

と
都
市
計
画
税
が
課
税
さ
れ
ま

す
。

　

対
象
と
な
る
家
屋
に
は
、
市

の
職
員
が
お
伺
い
し
、
家
屋
の

床
面
積
や
内
部
・
外
部
の
使
用

資
材
・
仕
上
げ
な
ど
を
調
査
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

該
当
す
る
家
屋
を
お
持
ち
の

方
は
、
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。
調
査
の
日
程
や
時
間
に
つ

い
て
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
／

課
税
課
・
内
線
１
０
５
９
ま
で
。

■
新
聞
を
購
読
さ
れ
て
い
な
い

方
へ
〜
市
報
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

市
報
は
、
新
聞
の
朝
刊
（
朝

日
・
産
経
・
東
京
・
日
本
経
済
・

毎
日
・
読
売
新
聞
の
６
紙
）
に

折
り
込
ん
で
い
ま
す
。
新
聞
を

購
読
さ
れ
て
い
な
い
ご
家
庭
に

は
、
市
報
を
自
宅
に
お
届
け
す

る
「
宅
配
サ
ー
ビ
ス
」
を
無
料

で
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の

方
は
、
秘
書
広
報
課
・
内
線
１

４
１
１
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
商
工
会
〜
個
人
事
業
者
向
け

確
定
申
告
指
導
会

　

２
月　

日
〜
３
月
６
日
の
月 

１６

・
水
・
金
曜
日
、
３
月
９
日
豺

〜　

日
貊
午
前　

時
〜
正
午
、

１３

１０

午
後
１
時
〜
４
時
／
場
所　

商

工
会
館
／
持
ち
物　

印
鑑
、
電

卓
、
筆
記
用
具
、
平
成　

年
の

２５

■
東
大
和
市
明
る
い
選
挙
啓
発

ポ
ス
タ
ー
展

　

「
平
成　

年
度
明
る
い
選
挙

２６

啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」

に
出
展
し
て
い
た
だ
い
た
作
品

の
中
か
ら
、
当
市
の
審
査
で
選

ば
れ
た
、
小
・
中
学
生
の
作
品

を
展
示
し
ま
す
。

▽
日
時　

３
月
２
日
豺
〜
６
日

貊
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

（
２
日
豺
は
午
後
1
時
か
ら
、 

６
日
貊
は
正
午
ま
で
）

▽
場
所　

市
役
所
１
階
市
民
ロ

ビ
ー

▽
入
選
者
（
敬
称
略
）

�
六
小
迯
唐
沢
萌
々
子
、
藤
井

馨
一
朗

�
十
小
迯
石
井
穂
香
、
榎
本
竜

之
介
、國
井
歩
紗
、前
田
夏
希
、

宮
岡
千
波
、
垣
見
大
輝
、
志
賀

遥
凪
、
森
本
凪
咲
、
山
口
桃
愛

�
三
中
迯
森
万
純

�
四
中
迯
山
闢
菜
々

�
五
中
迯
並
木
百
合
、伊
藤
舜
、

野
尻
明
里
、
岩
田
菜
緒
、
吉
村

優
一
、並
木
梨
咲
、浅
見
謙
太
、

佐
々
木
優
弥

▽
問
合
せ　

選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
・
内
線
１
５
９
２
ま
で
。

■
友
好
都
市
イ
ベ
ン
ト
情
報

「
喜
多
方
市
に
出
か
け
よ
う
！
」

〜
冬
の
農
業
体
験

　

喜
多
方
市
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で

は
、
冬
な
ら
で
は
の
雪
下
キ
ャ

ベ
ツ
収
獲
や
菌
床
し
い
た
け
収

獲
な
ど
一
年
を
通
じ
て
農
業
体

験
を
行
っ
て
い
ま
す
。
農
家
に

泊
ま
っ
て
、
普
段
で
は
味
わ
え

な
い
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
内
容　

グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
収
穫
体
験
・
そ
ば
打
ち
体

験
等
（
各
種
体
験
は
２
人
か
ら
）

催
　
し
　
物 

▽
費
用　

一
、二
〇
〇
円
〜
二
、

一
六
〇
円
（
体
験
料
の
み
の
金

額
で
す
。
体
験
の
内
容
に
よ
り

異
な
り
ま
す
）

▽
問
合
せ　

喜
多
方
市
グ
リ
ー

ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
�
０
２
４
１
―　

―
４

２４

４
８
８
へ
。

�
そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
に

つ
い
て
は
、
喜
多
方
観
光
物
産

協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
:

/
/
w
w
w
.k
ita
k
a
ta
-k
a
n

k
o
.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
友
好
都
市
に
関
す
る
問
合
せ

市
民
生
活
課
・
内
線
１
７
１
１

ま
で
。

■
体
育
協
会
〜
歩
こ
う
会
に
ご

参
加
く
だ
さ
い

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
で
、
完
歩
で
き
る
体
力
の

あ
る
方
（
小
学
生
以
下
は
、
保

護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
）

▽
期
日　

３
月　

日
豸
（
雨
天

１５

の
場
合
は　

日
豸
、
さ
ら
に
雨

２２

天
の
場
合
は　

日
豸
に
順
延
）

２９

▽
集
合
・
出
発　

午
前
９
時
に

中
央
公
民
館
前
広
場
集
合
、
９

時　

分
出
発

３０
▽
コ
ー
ス　

多
摩
湖
周
回
コ
ー

ス
（
約　

㎞
）、
中
堤
防
コ
ー
ス

１６

（
約　

㎞
）

１１

▽
到
着
制
限
時
間　

午
後
２
時

　

分
３０▽

定
員　
　

人
（
申
込
順
）

５００

▽
費
用　

無
料
（
食
べ
物
等
は

各
自
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

▽
主
催　

東
大
和
市
体
育
協
会

※
詳
細
は
、
２
月　

日
豺
発
行

１６

の
「
体
協
だ
よ
り
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▽
申
込
み　

２
月　

日
豺
〜
３

１６

月　

日
貊
に
、
希
望
の
コ
ー
ス

１３
を
体
育
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ま
た
は
市
民
体
育
館
�　

―　
０４２

５６６

―
３
５
３
８
へ
（
月
〜
金
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）。

�
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決
算
書
・
申
告
書
の
控
え
、
売

上
と
費
用
の
集
計
表
や
帳
簿
類

（
集
計
は
各
自
で
行
っ
て
く
だ

さ
い
）、控
除
証
明
書
や
領
収
書

な
ど
〔
国
民
健
康
保
険
、
介
護

保
険
、国
民
年
金（
１
月
〜　

月
１２

分
）、
生
命
保
険
、
損
害
保
険
、

医
療
費
、
住
宅
取
得
控
除
な 

ど
〕、そ
の
他
必
要
書
類
／
申
込

み
・
問
合
せ　

商
工
会
�　

―
０４２

　

―
１
１
３
１
へ
。

５６２■
北
多
摩
西
部
消
防
署
〜
「
エ

ア
ゾ
ー
ル
缶
等
の
火
災
・
事
故

を
防
ご
う
！
」

　

エ
ア
ゾ
ー
ル
缶
等
に
は
、
Ｌ

Ｐ
Ｇ
な
ど
の
可
燃
性
ガ
ス
が
噴

射
剤
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
製

品
が
多
い
の
で
、
次
の
こ
と
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

�
必
ず
残
存
ガ
ス
が
な
く
な
る

ま
で
使
い
切
っ
て
か
ら
廃
棄
し

ま
し
ょ
う
。

�
や
む
を
得
ず
使
い
き
ら
ず
に

捨
て
る
時
に
は
、
火
気
の
な
い

通
気
性
の
よ
い
屋
外
で
残
存
ガ

ス
が
な
く
な
る
ま
で
噴
出
し
廃

棄
し
ま
し
ょ
う
。

�
厨
房
器
具
や
暖
房
器
具
の
付

近
で
は
使
用
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

�
高
温
、
直
射
日
光
や
多
湿
と

な
る
と
こ
ろ
で
の
保
管
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

�
廃
棄
す
る
時
は
、
市
の
廃
棄

方
法
を
確
認
し
て
行
い
ま
し
ょ

う
。

▽
問
合
せ　

北
多
摩
西
部
消
防

署
�　

―　

―
０
１
１
９
へ
。

０４２

５６５

■
社
会
福
祉
協
議
会

◎
あ
ん
し
ん
東
大
和
「
親
族
後

見
人
等
研
修
会
及
び
座
談
会
」

　

市
内
で
親
族
の
後
見
人
等
と

し
て
活
動
さ
れ
て
い
る
方
、
活

動
予
定
の
方
を
対
象
に
研
修
会

及
び
座
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

後
見
業
務
を
行
う
上
で
困
っ
て

い
る
こ
と
や
悩
ん
で
い
る
こ
と

な
ど
情
報
交
換
を
し
ま
せ
ん
か
。

　

３
月　

日
貂
午
後
６
時　

分

１０

３０

〜
８
時　

分
／
社
会
福
祉
協
議

３０

会
／
内
容　

「
親
族
後
見
人
の

役
割
」
〜
家
庭
裁
判
所
が
求
め

て
い
る
こ
と
と
は
〜
／
講
師
・

座
談
会
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

鈴
木

加
津
志
氏
（
司
法
書
士
）
／
手

話
通
訳
が
必
要
な
方
は
フ
ァ
ク

ス
で　

―　

―
３
６
８
０
へ
お

０４２

５６４

申
し
込
み
く
だ
さ
い
／
申
込
み

３
月
３
日
貂
ま
で
に
社
会
福
祉

協
議
会
あ
ん
し
ん
東
大
和
�　
０４２

―　

―
０
０
１
８
へ
。

５９０
◎
地
域
の
「
ふ
く
し
」
を
考
え

る
つ
ど
い
〜
高
木
地
区
住
民
懇

談
会
の
お
知
ら
せ
〜

　

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
住
民

の
皆
さ
ん
が
お
住
ま
い
の
地
域

の
「
ふ
く
し
」
に
つ
い
て
ご
意

見
を
い
た
だ
く
た
め
、
懇
談
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

子
育
て
、
介
護
、
孤
立
、
災

害
時
の
支
援
等
、
今
、
そ
し
て

こ
れ
か
ら
の
課
題
と
な
り
え
る

こ
と
に
つ
い
て
ご
意
見
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
い
た
だ
く
ご
意

見
は
、「
地
域
福
祉
活
動
計
画
」

づ
く
り
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

高
木
地
区
及
び
そ
の
周
辺
住

民
の
方
／
２
月　

日
貅
午
後
１

２６

時　

分
〜
４
時
／
場
所　

高
木

３０
神
社
社
務
所
／
内
容　

社
会
福

祉
協
議
会
の
事
業
説
明
、
地
域

福
祉
課
題
に
関
す
る
意
見
交
換

と
こ
れ
か
ら
に
向
け
て
／
申
込

は
不
要
で
す
。
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
／
社
会
福
祉
協

議
会
�　

―　

―
０
０
１
２
へ
。

０４２

５６４

〈
一
般
書
〉

�
翼
を
持
つ
少
女　

Ｂ
Ｉ
Ｓ

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
部

山
本　

弘　

著

�
日
本
人
の
値
段

谷
崎　

光　

著

�
お
は
し
の
お
は
な
し

高
橋　

隆
太　

著

�
「
と
ら
わ
れ
」
を
な
く
す

と
、
悩
み
が
消
え
る

小
林　

隆
彰　

著

�
松
蔭
の
妹
二
人
を
愛
し
た

名
県
令
・
楫
取
素
彦

大
野　

富
次　

著

〈
児
童
書
〉

�
ぷ
ん
ぷ
ん
お
ば
け

な
か
が
わ　
ち
ひ
ろ　
作
・
絵

�
南
極
の
自
然
・
環
境
Ｑ
＆
Ａ

国
立
極
地
研
究
所　

監
修

�
ど
う
し
て
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

に
は
ひ
げ
が
あ
る
の
？

藤
田　

智　

著

ほ
ん
ほ
ん
・
本
・
Ｂ
ｏ
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

ほ
ん
・
本
・
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

電
話
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
予
約
で
き
ま
す
。

お
問
合
せ
は
、
中
央
図
書
館
�　

―　

―
２
４
５
４
ま
で
。

０４２

５６４

◎
図
書
館
の
新
着
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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市税・国民健康保険税はコンビニエンスストア及びモバイルレジで納付できます／問合せ　納税課・内線 1041 まで

　

仕
事
な
ど
で
平
日
に
納
税
相

談
及
び
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
方
の
た
め
に
、
土
曜
開
庁

に
伴
う
収
納
窓
口
を
次
の
と
お

り
開
設
し
ま
す
。

▽
土
曜
収
納
窓
口　

毎
週
土
曜

日
午
前
８
時　

分
〜
正
午

３０

※
祝
日
は
除
く
。

※
土
曜
収
納
窓
口
で
の
納
税
相

談
は
、
円
滑
に
相
談
が
で
き
る

よ
う
に
事
前
予
約
制
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
金
曜
日
の
午

後
５
時
ま
で
に
納
税
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
相
談
時
間
が
重

な
る
場
合
は
申
込
順
と
し
ま
す
。

【
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

納
付
方
法
に
は
簡
単
便
利
な
口

座
振
替
も
あ
り
ま
す
】

　

口
座
振
替
依
頼
書
は
納
税
課

（
市
役
所
１
階
）、市
内
金
融
機

関
に
あ
り
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
や
モ
バ
イ
ル
レ
ジ

で
納
付
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▽
問
合
せ　

納
税
課
・
内
線
１

０
４
１
ま
で
。

土
曜
収
納
窓
口
を 

　
　 

開
設
し
ま
す 

◎
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税 

������������������������������������

《今月の納期》 
　納期限　3月2日（月） 

 

お問合せは、高齢介護課・内線 1171 まで 

お問合せは、保険年金課・内線 1026 まで 

・市・都民税　　　　　　　  随時期 
・固定資産税・都市計画税　　第4期  
・国民健康保険税　　　　　　第8期  
・介護保険料　　　　　　　　第8期 

・後期高齢者医療保険料　　　第8期 

歯の健康と医療費の関係　
　最近、歯周病が肺炎、糖尿病、心臓病、
関節リュウマチ、その他多くの病気を起こ
すことが知られるようになってきました。
そして８０２０運動、つまり８０歳で２０本の歯
を残すことが、高齢者の健康に直接寄与す
ることが周知されてきています。
　今日は、高齢化に伴い年々増加する傾向
のある医療費について、歯の健康がどう関
わっているか、現実的な数値をもって説明
させていただきます。
　平成２６年に発表された新潟大学の研究
（高齢者における歯・口 腔 の健康と全身の健

くう

康の関連に関する医療費分析調査）では、
新潟市在住８０歳の高齢者２７３人について、平
成２０年から３３か月間、歯科疾患が医療費に
与える影響を調べ、歯の喪失または歯周病
が医療費の増加に関連することを明らかに
しました。８０２０を達成していない人では、
明らかに医療費が高いことが、以下のとお
り分かりました。
�１人あたり１か月の医科総医療費は、
　非達成者：３６,３５８円、達成者：２８,７９５円
�１人あたり１か月の糖尿病関連医療費は、
　非達成者：９,０４２円、達成者：６,２０６円
�１人あたり１か月の脳梗塞関連医療費は、
　非達成者：５,５７７円、達成者：１,５８９円
�１人あたり１か月の肺炎関連医療費は、
　非達成者：４,０５１円、達成者：１,５７５円
　また、歯周病が重度だと糖尿病、心血管
疾患および慢性腎疾患の医療費が高かった
ことも分かりました。１人あたり１か月の
医科総医療費は、歯周病の方が４２,０２６ 円、
歯周病ではない方が２７,８０２円です。
　ご覧の通りデータから、高齢者において
歯・口腔の健康を保持することが全身の健
康の保持、さらには医療費の抑制につなが
ることが分かります。皆さんもいつまでも
健康な歯を保ちましょう。
　　　一般社団法人東大和市歯科医師会

■講
 

Ｓ
Ａ
Ｊ
公
認
指
導
員
／
■費
 

四

万
五
千
円
／
■申
 

３
月　

日
ま
で

１０

に
山
家　

―
５
４
２
２
―
５
２

０９０

５
１
へ
。

□
ゆ
る
体
操
公
開
体
験
講
座

（
ゆ
る
体
操
�
ゆ
る
り
�）／
妊

婦
さ
ん
、
産
後
す
ぐ
の
方
、
シ

ニ
ア
の
方
な
ど
女
性
全
般
／
３

月　

日
午
前　

時　

分
〜
正
午

１３

１０

１５

／
上
北
台
公
民
館
／
５
人
（
申

込
順
）
／
体
を
プ
ラ
プ
ラ
揺
ら

し
固
ま
っ
た
筋
肉
等
を
ほ
ぐ
し

ま
す
。
誰
で
も
簡
単
に
で
き
ま

す
／
子
ど
も
同
伴
可
能
／
■講
 

川

合
圭
子
／
■費
 
　

円
（
受
講
料
）

５００

／
■申
 

３
月　

日
ま
で
に
長
谷
川

１２

　

―
５
５
５
２
―
０
３
９
３
へ
。

０９０□
第　

回
市
民
公
開
講
座
「
胆

２９

膵
が
ん
の
症
状
と
治
療
に
つ
い

て
」（
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
）

／
２
月　

日
午
後
２
時
〜
４
時

２１

／
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
地
域
医

療
研
修
セ
ン
タ
ー
（
立
川
市
緑

町
３
２
５
６
）
／　

人
（
申
込

２００

順
）
／
■申
 

災
害
医
療
セ
ン
タ
ー

地
域
医
療
連
携
室　

―　

―
５

０４２

５２６

５
１
１
、
フ
ァ
ク
ス　

―　

―

０４２

５２６

５
７
２
９
へ
。

□
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
多
摩
共
催

就
業
支
援
事
業
「
就
活
セ
ミ
ナ

ー
〜
シ
ニ
ア
世
代
の
応
募
書
類

徹
底
仕
上
げ
術
〜
」／
市
で
は
、

東
京
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
多
摩
及

び
近
隣
市
と
の
共
催
で
就
活
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
／
概
ね

　

歳
以
上
の
方
／
２
月　

日
午

５５

２７

後
１
時　

分
〜
３
時　

分
（
受

３０

３０

付
は
１
時
か
ら
）
／
小
金
井
市

民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
小
金
井
市

本
町
６
―　

―　

）／　

人（
申

１４

４５

３０

込
順
）
／
■申
 

東
京
し
ご
と
セ
ン

タ
ー
多
摩　

―　

―
４
５
２
４

０４２

３２９

へ
。

□
自
衛
官
募
集
①
自
衛
隊
幹
部

候
補
生
（
一
般
）
②
自
衛
隊
幹

部
候
補
生（
歯
科
・
薬
剤
）③
予

備
自
衛
官
補（
一
般
・
技
能
）／

応
募
資
格　

①
大
卒
程
度
試
験

は　

歳
以
上　

歳
未
満
で
大
学

２２

２６

卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
方

（　

歳
未
満
は
大
学
卒
業
見
込

２２み
を
含
む
）、
院
卒
者
試
験
は

　

歳
以
上　

歳
未
満
で
修
士
課

２０

２８

程
修
了
者
な
ど
②
歯
科
は　

歳
２０

以
上　

未
満
、
薬
剤
は　

歳
未

３０

２８

満
で
、
大
学
に
お
い
て
正
規
の

歯
学
・
薬
学
の
課
程
を
修
め
て

卒
業
し
た
方
（
以
上
の
年
齢
は

平
成　

年
４
月
１
日
現
在
）
③

２８

一
般
は　

歳
以
上　

歳
未
満
の

１８

３４

方
、
技
能
は　

歳
以
上
で
保
有

１８

す
る
技
能
に
応
じ　

歳
〜　

歳

５３

５５

未
満
の
方
（
平
成　

年
７
月
１

２７

日
現
在
）
／
受
付
期
限　

①
②

５
月
１
日
③
３
月　

日
／
■問
 

防

２４

衛
省
国
分
寺
募
集
案
内
所　

―
０４２

　

―
１
０
１
０

３２４

□
補
聴
器
の
話
（
大
人
の
社
会

科
）
／
２
月　

日
午
前　

時
〜

２７

１０

正
午
／
上
北
台
公
民
館
／
耳
と

補
聴
器
の
正
し
い
使
い
方
と
長

寿
社
会
を
生
き
る
／
■講
 

尾
上
正

嗣
／
当
日
自
由
参
加
／
■問
 

oton

a-no-shakaika@
yahoo.co.jp

□
日
本
の
電
信
事
始
め
（
大
人

の
社
会
科
）
／
３
月
６
日
午
前

　

時
〜
正
午
／
上
北
台
公
民
館

１０／
電
信
電
話
の
ト
リ
ビ
ア
／
■講
 

日
景
洋
一
／
当
日
自
由
参
加
／

■問
 

otona-no-shakaika@
yaho

o.co.jp

□
音
声
ガ
イ
ド
・
字
幕
付
映
画

会
「
幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ

（
高
倉
健
主
演
）」（
ひ
と
み
サ

ー
ク
ル
）
／
３
月
７
日
午
後
１

時　

分
か
ら
（
１
時
開
場
）
／

３０
社
会
福
祉
協
議
会
／
■問
 

社
会
福

祉
協
議
会　

―　

―
０
０
１
２

０４２

５６４

□
ス
キ
ー
と
温
泉
を
楽
し
む
会

（
ス
キ
ー
連
盟
）
／
３
月　

日
２１

〜　

日
／
万
座
温
泉
ス
キ
ー
場

２３
（
万
座
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
泊
）

／　

人
（
申
込
順
）
／
ス
キ
ー

２５
の
楽
し
さ
指
導
と
名
湯
万
座
の

湯
堪
能
。
初
め
て
の
方
歓
迎
／

※
凡
例　

■講
 

講
師
、　

■費
 

費
用

（
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
）、

■入
 

入
会
金
、
■月
 

月
会
費
、
■持
 

持

ち
物
、
■問
 

問
合
せ
、
■申
 

申
込
み

�
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■
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
便

利
で
確
実
な
口
座
振
替
で
！

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘

れ
が
あ
る
と
、
将
来
受
け
取
る

老
齢
基
礎
年
金
額
が
減
額
さ
れ

た
り
、
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た

り
し
ま
す
。
ま
た
、
万
が
一
の

と
き
の
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族

基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
に
は
、
便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
は
、
全
国
の
銀

行
・
郵
便
局
・
農
協
・
漁
協
・

信
用
金
庫
・
信
用
組
合
・
労
働

金
庫
で
利
用
で
き
ま
す
。
お
申

し
込
み
の
際
は
、年
金
事
務
所
、

市
役
所
及
び
金
融
機
関
に
備
え

付
け
の
申
出
書
に
必
要
な
事
項

を
記
入
し
て
、
口
座
振
替
を
希

望
さ
れ
る
金
融
機
関
等
の
窓
口

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
国
民
年
金
保
険
料
を
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
で
お
支
払
い
い
た

だ
け
ま
す　

　

国
民
年
金
保
険
料
が
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
で
納
付
で
き
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
年
金
事
務
所
、

市
役
所
に
備
え
付
け
の
「
国
民

年
金
保
険
料
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
納
付
（
変
更
）
申
出
書
」
を

年
金
事
務
所
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
お
支
払
い
い
た
だ
け
る

保
険
料
は
「
定
額
保
険
料
」
及
び

「
付
加
保
険
料
込
み
の
定
額
保
険

料
」
で
す
。
２
年
前
納
、
過
去

の
未
払
い
分
及
び
保
険
料
の
一

部
を
免
除
さ
れ
て
い
る
場
合
は

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。　

　

ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
の
毎
月
払
い
（
毎
月
の
保
険

料
を
当
月
末
に
支
払
い
）
に
は

割
引
は
あ
り
ま
せ
ん
。
１
年
前

納
及
び
半
年
前
納
の
割
引
額

は
、
現
金
で
納
付
す
る
場
合
と

同
様
で
す
。
な
お
、
カ
ー
ド
会

社
へ
の
お
支
払
い
回
数
は
１
回

払
い
の
み
と
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

■
国
民
年
金
保
険
料
の
前
納
に

つ
い
て

　

国
民
年
金
で
は
、
保
険
料
を

前
払
い
す
る
と
割
引
が
あ
る

「
前
納
」
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

口
座
振
替
で
「
前
納
」
さ
れ

る
と
現
金
納
付
や
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
納
付
に
よ
る
「
前
納
」

よ
り
も
割
引
額
が
多
く
お
得
で

す
。
口
座
振
替
に
よ
る
６
か
月

（
４
〜
９
月
分
）、１
年
及
び
２

年
前
納
の
お
申
し
込
み
期
限
は

平
成　

年
２
月
末
と
な
っ
て
い

２７

ま
す
（
４
月
末
に
口
座
か
ら
引

き
落
と
さ
れ
ま
す
）。

　

「
前
納
」
に
よ
る
保
険
料
額

は
、
立
川
年
金
事
務
所
ま
た
は

市
役
所
保
険
年
金
課
へ
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

※
２
年
前
納
は
口
座
振
替
の
み

ご
利
用
が
可
能
で
す
。

■
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

▽
電
話
番
号

０
５
７
０
―　

―
１
１
６
５

０５

（
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

　

―
６
７
０
０
―
１
１
６
５
）

０３▽
受
付
時
間

�
月
〜
金
曜
日
（
年
末
年
始
、

祝
日
は
除
く
） 
 
 
午
前
８
時　

分
３０

〜
午
後
５
時　

分
（
月
曜
日
は

１５

午
後
７
時
ま
で
）

�
第
２
土
曜
日
（
祝
日
は
除

く
） 
 

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４

３０

時�
お
問
合
せ
は
、
立
川
年
金
事

務
所
�　

―　

―
０
３
５
２
ま

０４２

５２３

た
は
東
大
和
市
役
所
保
険
年
金

課
・
内
線
１
０
２
５
ま
で
。

国
民
年
金 

だ

よ

り
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東大和市の特産品って何だろう？　
　近年、ふるさと納税の関係で街の名産品・特
産品が話題になっています。東大和市には何か
該当する物がないかと考えてみましたが、なか
なか思い浮かびませんでした。
　商工会では、５年ほど前に東大和市の特産品
を考えようと特別委員会を作り、検討すること
になりました。特産品の候補として、「東大和市
発祥の東京りんご」や「白いさつまいも」など
いろいろとでましたが、生産量が少なかったり
でこれというものがなかったようです。
　その後、商工会で検討を重ねた結果、「やはり
狭山茶しかない」となり、正月の三が日や冠婚
葬祭の時は、男衆が手打ちうどんでもてなす習
慣があるという話もあり、「茶そばがあるのだか
ら茶うどんもありではないか」との意見が出て、
東大和市産の茶葉を使用したうどんを試作して
みることになったようです。
　これならいけるという自信作は、現在「ひが
しやまと茶うどん」として、商工会の加盟店 35
店で販売しています。今年はさらに、東大和市
産の狭山茶パウダーを使用したお菓子も販売を
開始したとのことです。ぜひ、皆さんも新たな
名物を味わってみてはいかがでしょうか。
　商工会以外にも街の名物を作ろうと各団体も
頑張っています。特に市では「うまかんべぇ～
祭」を開催し、Ｂ級グルメのような郷土料理を
発掘しようとしています。今年は５月９日と10
日に都立東大和南公園で開催される予定です。
観光キャラクターの「うまべぇ」も大活躍で、
毎年大盛況です。
　都心の近郊住宅地でありながら、少し知名度
が低い印象がある東大和市。狭山丘陵や多摩湖
を有し、豊かな自然を残し、この「ちょうどい
い田舎」をもっと多くの人に知ってもらうのに、
名産品や特産品がきっかけになれば素晴らしい
と思います。今後もアンテナを張って何かない
か探し続けようと思います。
　　　　　　　　　　　（市民記者　鈴木富雄）

※広告に関するお問合せは…総合広告代理店　フレックス株式会社
　　　　　　　　　　　　　 TEL  042 - 528 -1611（代） へ

   
広　

告

�古紙含有率 70％再生紙を使用しています

 

●野村万作　狂言の会
　人間国宝による狂言公演。
「萩大名」「二人袴」の２曲をお
届けします。初めてご覧にな
る方もわかりやすい解説付き。
　２ 月２１日貍午後 ２ 時開演／
大ホール　全席指定／ 一般
３,５００円、友の会３,０００円／出演
野村万作、石田幸雄　他
●Musicbox～ポンぴ～シャ
カシャカ!!リズム・パラダイ
ス！～
　３月２６日貅／小ホール　全
席自由／５００円／出演　ポン
ぴ～シャカ
＜第１部：ひょうたん楽器作
りワークショップ＞
　ひょうたんを使って笛かマ

チケット発売中の自主事業

ラカスを作り、第２部ではみ
んなで演奏します。
　午後１時３０分から／定員　
３０組（対象年齢３歳以上）／事
前申込制／３月２０日貊必着
＜第２部：みんなで奏でる参
加型コンサート＞
　民族楽器の演奏と歌に、作
った楽器や手拍子、声で参加
するみんなで奏でるコンサー
トです。
　午後３時３０分から／第１部
参加者は無料
※３歳未満のひざ上鑑賞は無
料
＜ワークショップの申込み＞
　窓口またはハガキでお申し
込みください。ハガキの場合
は、往復ハガキの往信欄に①
講座名②住所③氏名（ふりが
な）④年齢⑤性別⑥電話番号
を記入し、返信欄の宛先に住
所を記入し、ハミングホール
（〒207- 0013 東大和市向原 ６ -１ ）
へ送付してください。記入漏
れは無効になりますで、ご注
意ください。

●ライブエンタテインメント
ワークショップ発表会
　歌とダンスの練習を重ねた
humming ☆ sistersによる本
格的なライブステージ。Ring
－Tripも出演します！
　３月７日貍午後７時３０分開
演／入場無料／全席自由　小
ホール
※当日先着順でのご入場

 

●国立音楽大学 学生による
演奏
　２月２５日貉正午開演／入場
無料／出演　濱岡雪乃、海野
百合香、土屋ゆい

 

　市民を対象とした施設利用
申込みの調整会議は、３月１
日豸午後１時３０分から事務室
で行います。

ロビーコンサート

３月の施設利用の申込み
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申込対象月施設名
平成２８年３月大・小ホール
平成２８年９月その他の施設

休日急患診療所 
日曜日と祝日の急患診療を行います。 

科目　内科・小児科  受付　午前10時～11時45分 
場所　休日急患診療所 時間　午後1 時～ 3時45分 

（立野1-1034-2） 電話　042-564-8181

※保険証を持参。なお、○障受給者証、○乳医療証、○子医療証等 
　をお持ちの方は、一緒にご持参ください。駐車場は、子ども 
　家庭支援センター等駐車場をご利用ください。 

ハミングホール 
東大和市民会館 

窓口販売：午前9時～午後8時30分 
電話予約：午前9時～午後5時 

042-590-4414


